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はじめに


このドキュメントでは、Oracle WebCenter Contentをインストールし構成する方法について説明します。




	対象読者

	ドキュメントのアクセシビリティについて

	関連ドキュメント

	表記規則







対象読者


このガイドは、Oracle WebCenter Contentのインストールおよび構成を担当するシステム管理者またはアプリケーション開発者を対象としています。読者がweb技術に精通していて、WindowsおよびUNIXプラットフォームの一般的な意味解釈を持っていると考えられています。






ドキュメントのアクセシビリティについて


Oracleのアクセシビリティへの取り組みについては、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)にアクセスしてください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートを購入したオラクル社のお客様は、My Oracle Supportを介して電子的なサポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。









関連ドキュメント


詳細は、Oracle Fusion Middlewareライブラリを参照してください。
	
Oracle WebCenter Contentの情報については、Oracle WebCenter Contentドキュメントを参照してください。


	
インストールの情報は、Fusion Middlewareインストール・ドキュメントを参照してください。


	
アップグレードの情報は、Fusion Middlewareアップグレード・ドキュメントを参照してください。


	
管理関連の情報は、Fusion Middleware管理ドキュメントを参照してください。


	
リリース関連の情報は、Fusion Middlewareリリース・ノートを参照してください。












表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 Oracle WebCenter Contentのインストールについて


このガイドに記載するOracle WebCenter Contentの標準インストールでは、この製品の開始トポロジのサンプルを表す標準トポロジを作成します。




	開始点としての標準インストール・トポロジの使用方法

標準インストール・トポロジは、本番環境で開始点として使用できる柔軟なトポロジです。
	このドキュメントを使用した既存ドメインの拡張

このガイドの手順には、新しいドメインの作成方法が記載されています。システムに他のOracle Fusion Middleware製品がインストールされていないことを想定しています。






1.1 開始点としての標準インストール・トポロジの使用方法


標準インストール・トポロジは、本番環境で開始点として使用できる柔軟なトポロジです。

このガイドの情報は、Oracle WebCenter Contentの標準インストール・トポロジの作成に役立ちます。該当する場合や必要な場合は、後から標準インストール・トポロジを拡張して、セキュアで可用性の高い本番環境を作成できます(「ドメイン構成後の次の手順」を参照)。

標準インストール・トポロジは、この製品のサンプル・トポロジを示します。この製品がサポートする唯一のトポロジではありません。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の標準インストール・トポロジに関する項を参照してください。




	WebCenter Contentの標準インストール・トポロジについて

このトポロジは、2台の管理対象サーバーを含む1つのクラスタと管理サーバーが1台ある標準的なWebLogic Serverドメインを示しています。
	標準インストール・トポロジ図の要素について

通常、標準インストール・トポロジには、共通の要素が含まれています。
	Oracle User Messaging Serviceのインストールについて

Oracle User Messaging Service (UMS)は、ユーザーとデプロイ済アプリケーション間の双方向通信を可能にするソフトウェア・テクノロジです。
	Oracle WebCenter Contentのスケール・アップについて

Oracle WebCenter Contentは、ドメインごとに1ノード当たり1つのみInbound Refinery管理対象サーバーをサポートし、ドメインごとに1ノード当たり1つのWebCenter Content管理対象サーバーをサポートします。





1.1.1 WebCenter Contentの標準インストール・トポロジについて


このトポロジは、2台の管理対象サーバーを含む1つのクラスタと管理サーバーが1台ある標準的なWebLogic Serverドメインを示しています。

次の図は、WebCenter Contentの標準インストール・トポロジを示します。

このトポロジの要素については、表1-1の情報を参照してください。


図1-1 WebCenter Contentの標準インストール・トポロジ

[image: 図1-1の説明が続きます]








1.1.2 標準インストール・トポロジ図の要素について


通常、標準インストール・トポロジには、共通の要素が含まれています。

次の表では、トポロジの図の要素をすべて説明しています。


表1-1 標準インストール・トポロジの要素の説明

	要素	説明と関連ドキュメントへのリンク
	APPHOST	Oracleドキュメントでアプリケーション層をホストするマシンを示すために通常使用されている用語。
	DBHOST	Oracleドキュメントでデータベースをホストするマシンを示すために通常使用されている用語。
	WebLogicドメイン	Javaコンポーネント(この場合、管理サーバー、管理対象サーバーおよび他の関連ソフトウェア・コンポーネント)の論理的に関連したグループです。
WebLogicドメインの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの理解』のOracle WebLogic Serverドメインとはに関する項を参照してください。


	管理サーバー	WebLogicドメインの集中管理エンティティ。ドメインの構成オブジェクトを保持し、構成の変更を管理対象サーバーに分散します。
管理サーバーの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの理解』の管理サーバーとはに関する項を参照してください。


	Enterprise Manager	Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlは、ドメインの管理のために使用される主要ツールです。
Enterprise Manager Fusion Middleware Controlの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの理解』のOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlに関する項を参照してください。


	クラスタ	同時に稼働し連携する、複数のWebLogic Serverインスタンスの集合。
クラスタの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの理解』の管理対象サーバーおよび管理対象サーバー・クラスタの概要に関する項を参照してください。


	マシン	1つ以上のWebLogic Serverインスタンス(サーバー)をホストするコンピュータの論理表現。マシンは、管理対象サーバーとノード・マネージャ間の論理グルーでもあります。ノード・マネージャを使用して管理対象サーバーを起動または停止するには、管理対象サーバーをマシンと関連付けます。
	管理対象サーバー	アプリケーション、アプリケーション・コンポーネント、Webサービスおよびそれらの関連リソースのホスト。
管理対象サーバーの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの理解』の管理対象サーバーおよび管理対象サーバー・クラスタの概要に関する項を参照してください。


	インフラストラクチャ	次を含むサービスの集合。
	
メタデータ・リポジトリ(MDS)には、Oracle Application Developer FrameworkなどのOracle Fusion Middlewareコンポーネントのメタデータが含まれます。メタデータ・リポジトリの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの理解』のメタデータ・リポジトリとはに関する項を参照してください。


	
Oracle Application Developer Framework (Oracle ADF)


	
Oracle Web Services Manager(OWSM)















1.1.3 Oracle User Messaging Serviceのインストールについて


Oracle User Messaging Service (UMS)は、ユーザーとデプロイ済アプリケーション間の双方向通信を可能にするソフトウェア・テクノロジです。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle User Messaging Serviceの管理』のOracle User Messaging Serviceの概要に関する項を参照してください。

UMSは、Oracle Fusion Middleware Infrastructureディストリビューションに含まれています。『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストールと構成』のOracle User Messaging Service (UMS)のインストールに関する項に記載されているように、Oracle Fusion Middleware Infrastructureの標準インストール・トポロジの一部としてインストールされます。

UMSランタイム・コンポーネントは、Oracle Fusion Middleware構成ウィザード・テンプレートと、リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)によりサポートされるデータベースにインストールされるOracle Fusion Middlewareスキーマで構成されています。

開発には、Oracle JDeveloper 12cをインストールし、UMS機能を利用できるアプリケーションの開発に使用できます。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Jdeveloperのインストール』のOracle JDeveloperの概要に関する項を参照してください。






1.1.4 Oracle WebCenter Contentのスケール・アップについて


Oracle WebCenter Contentは、ドメインごとに1ノード当たり1つのみInbound Refinery管理対象サーバーをサポートし、ドメインごとに1ノード当たり1つのWebCenter Content管理対象サーバーをサポートします。

Inbound RefineryまたはWebCenter Contentをスケール・アップすることはできません。クラスタ内の管理対象サーバーを追加するには、『Oracle Fusion Middleware高可用性ガイド』のトポロジのスケール・アウト(マシンのスケール・アウト)に関する項を参照して、新しいノードに管理対象サーバーを追加します。









1.2 このドキュメントを使用した既存ドメインの拡張


このガイドの手順には、新しいドメインの作成方法が記載されています。システムに他のOracle Fusion Middleware製品がインストールされていないことを想定しています。

他のOracle Fusion Middleware製品がシステムにインストールおよび構成されていて(たとえば、Fusion Middleware Infrastructureがすでにインストールされ、ドメインが稼働している場合)、Oracle WebCenter Contentを含めるようにその同じドメインを拡張する場合、詳細は、「同じドメインへの複数の製品のインストール」を参照してください。










2 Oracle WebCenter Contentのインストールと構成の準備


Oracle WebCenter Contentのインストールの準備をするには、システムが基本要件を満たしていることを確認します。次に、正しいインストール・ソフトウェアを入手します。




	Windowsオペレーティング・システムにWebCenter Contentをインストールするための必須手順

Oracle WebCenter Contentをインストールする前に実行する必要のある2つの手順があります。
	標準インストール・トポロジのインストールと構成のロードマップ

標準インストール・トポロジのインストールと構成には、特定の手順が必要です。
	システム環境の確認のロードマップ

インストールおよび構成プロセスを開始する前に、システム環境を検証する必要があります。
	製品ディストリビューションの入手

Oracle Fusion Middleware InfrastructureおよびOracle WebCenter Contentディストリビューションは、Oracle Technology Network (OTN)で入手できます。
	製品ディストリビューションについて

Oracle Fusion Middleware Infrastructureディストリビューションを使用して、Oracle WebLogic ServerソフトウェアおよびOracle Java Required Files (JRF)ソフトウェアの両方を含む初期Oracle WebCenter Contentドメインを作成します。





2.1 Windowsオペレーティング・システムにWebCenter Contentをインストールするための必須手順


Oracle WebCenter Contentをインストールする前に実行する必要のある2つの手順があります。






	Windowsオペレーティング・システムでの8.3ファイル命名規則の無効化

Windowsオペレーティング・システムにOracle WebCenter Contentをインストールする前に、8.3ファイル命名規則(最大8文字のファイル名と3文字の拡張子)を無効にする必要があります。
	Visual C++ライブラリのダウンロード

WebCenter ContentおよびInbound Refineryには、MicrosoftのVisual C++再頒布可能パッケージに含まれるVisual C++ライブラリが必要です。
	Microsoft .Net Framework 4.xのダウンロード

WinNativeConverterではvb.Netコードを使用するため、Microsoft .NET Framework 4.xが必要です。





2.1.1 Windowsオペレーティング・システムでの8.3ファイル命名規則の無効化


Windowsオペレーティング・システムにOracle WebCenter Contentをインストールする前に、8.3ファイル命名規則(最大8文字のファイル名と3文字の拡張子)を無効にする必要があります。


WebCenter Contentのweblayoutディレクトリが8.3セマンティックを使用するファイル・システム上にある場合、レガシー16ビットの8.3ファイル名が、リビジョン・ラベルと競合し、ファイルが失われます。




Windowsオペレーティング・システムで8.3ファイル命名規則を無効にするには、次の手順を実行します。


	Windowsのレジストリ・エディタ(regedit)を開き、次のキーに移動します。
HKEY_LOCAL_MACHINE/SYSTEM/CurrentControlSet/Control/FileSystem


	NtfsDisable8dot3NameCreationキーの値を 1に設定します。
	変更を有効にするために、Windowsオペレーティング・システムを再起動します。







2.1.2 Visual C++ライブラリのダウンロード


WebCenter ContentおよびInbound Refineryには、MicrosoftのVisual C++再頒布可能パッケージに含まれるVisual C++ライブラリが必要です。


ライブラリを含む2つのパッケージ(Microsoft Visual C++ 2005 SP1およびMicrosoft Visual C++ 2008 SP1)をダウンロードする必要があります。

パッケージのダウンロード手順は次のとおりです。

	
Microsoft Download Center (http://www.microsoft.com/downloads)にアクセスします。


	
Microsoft Visual C++ 2005 SP1再頒布可能パッケージ(x64)を検索します。


	
vcredist_x64.exeファイルをダウンロードします。


	
Microsoft Visual C++ 2008 SP1再頒布可能パッケージ(x64)を検索します。


	
vcredist_x64.exeファイルをダウンロードします。





注意:

PDF検索可能ドキュメント出力形式をサポートするプラットフォームのリストは、Oracle Fusion Middlewareでサポートされているシステム構成に関するページにアクセスしてください。表のOracle Fusion Middleware 12c certificationsという行で、System Requirements and Supported Platforms for WebLogic Server 12c (12.2.1.2) (.xls)ファイルを選択します。








2.1.3 Microsoft .Net Framework 4.xのダウンロード


WinNativeConverterではvb.Netコードを使用するため、Microsoft .NET Framework 4.xが必要です。

http://www.microsoft.com/downloadsでMicrosoft .NET Framework 4.xをダウンロードします。








2.2 標準インストール・トポロジのインストールと構成のロードマップ


標準インストール・トポロジのインストールと構成には、特定の手順が必要です。

このドキュメントでは、標準インストール・トポロジをインストールして構成するために必要なすべての手順について説明します。また、このガイドでは、このトポロジの修正バージョンを作成する場合に使用する追加情報も参照できます。

次の表に、このトポロジをインストールして構成するために必要な手順を示します。


表2-1 標準インストールのロードマップ

	タスク	説明	ドキュメント
	
システム環境を確認します

	
インストールの前に、最小限のシステム要件およびネットワーク要件を満たしていることを確認します。

	
「システム環境の確認のロードマップ」を参照。


	
インストールの前後で必要になる必須パッチの確認

	
インストールするソフトウェア製品に必要な必須パッチの有無について、Oracle Fusion Middleware Infrastructureのリリース・ノートを確認してください。

	
Oracle Fusion Middleware Infrastructureリリース・ノートのインストールと構成に関する項を参照してください。


	
適切なディストリビューションの入手

	
Oracle WebCenter ContentのOracleホームを作成するために、Oracle Fusion Middleware Infrastructureをインストールします

	
「製品ディストリビューションについて」を参照してください。


	
インストール・ディレクトリを決めます

	
インストーラがアクセスまたは作成する必要のあるインストーラ・ディレクトリに、インストーラがアクセスまたは作成できることを確認します。また、ディレクトリが最小要件を満たすシステム上に存在することを確認します。

	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareコンセプトの理解』のOracle Fusion Middlewareの主要ディレクトリに関する項を参照してください。


	
必要なソフトウェアのインストール

	
Oracle Fusion Middleware InfrastructureをインストールしてOracleホーム・ディレクトリを作成します。

	
Oracle Fusion Middleware Infrastructureについては、『Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストールと構成』を参照してください。Infrastructureのインストールのみを実行する必要があります。Infrastructureのドメインを構成する必要はありません。


	
ソフトウェアのインストール

	
Oracle Universal Installerを実行してOracle WebCenter Contentをインストールします。

ソフトウェアのインストールにより、使用しているシステムにソフトウェアが転送され、Oracleホーム・ディレクトリが作成されます。

	
「Oracle WebCenter Contentソフトウェアのインストール」を参照。


	
データベース・プロファイルを選択し、必要なカスタム変数を確認します。

	
データベースに必要なスキーマをインストールする前に、Oracle WebCenter Contentのスキーマのために設定する必要のあるカスタム変数についての情報を確認します。

	
「Oracle Fusion Middlewareのインストールのためのデータベース要件の理解」を参照。


	
スキーマの作成

	
リポジトリ作成ユーティリティを実行して、構成に必要なスキーマを作成します。

	
「データベース・スキーマの作成」を参照。


	
WebLogicドメインの作成

	
構成ウィザードを使用して、WebLogicドメインを作成して構成します。

	
Oracle WebCenter Contentのトポロジを作成する場合は、「ドメインの構成」を参照してください。


	
高可用性のためのドメインの管理と準備

	
ドメインを管理するための追加のツールおよびリソースを確認し、可用性が高くなるようにドメインを構成します。

	
「ドメイン構成後の次の手順」を参照。











2.3 システム環境の確認のロードマップ


インストールおよび構成プロセスを開始する前に、システム環境を検証する必要があります。

表2-2に示された重要なタスクおよびチェックを実行することにより、Oracle WebCenter Contentのインストールと構成のために環境が準備されているかどうかを確認できます。


表2-2 システム環境の確認のロードマップ

	タスク	説明	ドキュメント
	
動作保証およびシステム要件を確認します

	
対象のオペレーティング・システムが動作保証されていて、インストールと構成に備えて構成されていることを確認します。

	
「動作保証、システムおよび相互運用性の要件の確認」を参照してください。


	
適切なインストール・ユーザーを特定します

	
インストール・ユーザーが、ソフトウェアをインストールおよび構成するための必要な権限を持っていることを確認します。

	
「インストール・ユーザーの選択」を参照してください。


	
目的のシステムでインストール・ディレクトリおよび構成ディレクトリを選択します

	
推奨ディレクトリ構造に従って、ソフトウェアのインストールと構成に必要なディレクトリを作成できるかどうかを確認します。

	
「インストールおよび構成のディレクトリの理解」を参照してください。


	
動作保証されたJDKをインストールします

	
配布のインストール・プログラムは、ご使用のシステムで動作保証されたJDKを必要とします。

	
「Oracle Fusion MiddlewareのインストールのためのJDK要件の理解」を参照してください。


	
中間層のスキーマのデータベースのインストールと構成

	
WebLogicドメインを構成するには、Oracle WebCenter Contentで必要とされるスキーマ用に構成され、動作保証されたデータベースにアクセスできる必要があります。

	
「Oracle Fusion Middlewareのインストールのためのデータベース要件の理解」を参照。









	動作保証、システムおよび相互運用性の要件の確認

ご使用の環境がインストールの要件を満たしていることを確認するには、動作保証マトリックスおよびシステム要件のドキュメントをあわせて使用することをお薦めします。
	インストール・ユーザーの選択

システムをインストールおよび構成するユーザーは、必要な権限を持っている必要があります。
	インストールおよび構成のディレクトリの理解

インストールとドメイン構成のプロセス中に、Oracleホーム、ドメイン・ホームおよびアプリケーション・ホームのディレクトリの場所の指定について計画する必要があります。
	Oracle Fusion MiddlewareのインストールのためのJDK要件の理解

ほとんどのFusion Middleware製品は、.jarファイル形式で配布されます。これらのディストリビューションにJDKは含まれていません。.jar配布インストーラを実行するには、動作保証されたJDKがすでにシステムにインストールされている必要があります。
	Oracle Fusion Middlewareのインストールのためのデータベース要件の理解

多くのOracle Fusion Middleware製品は、構成の前にデータベース・スキーマが必要です。このようなスキーマをインストールできるデータベースがない場合は、動作保証されたデータベースをインストールして構成する必要があります。






2.3.1 動作保証、システムおよび相互運用性の要件の確認


ご使用の環境がインストールの要件を満たしていることを確認するには、動作保証マトリックスおよびシステム要件のドキュメントを使用することをお薦めします。

	
環境が動作保証要件を満たしていることの確認

製品を、サポートされているハードウェアおよびソフトウェア構成上にインストールすることを確認してください。詳細は、Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成ページで、ご使用のリリース向けの動作保証情報のドキュメントを参照してください。

Oracleでは、動作保証済のすべてのシステムおよび環境で製品のパフォーマンスをテストおよび検証しています。新しい動作保証要件がリリースされると、それらはすぐに動作保証に関するドキュメントに追加されます。新しい動作保証情報は常に発生する可能性があります。そのため、動作保証のドキュメントは、ドキュメント・ライブラリとは別に管理され、Oracle Technology Networkで利用できます。


	
動作保証情報を確認するためのシステム要件ドキュメントの使用

Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様に関するドキュメントを使用して、動作保証要件が満たされているかどうかを確認してください。たとえば、動作保証に関するドキュメントに、製品を64ビットOracle Linux 6.5上にインストールすることが動作保証されていると示されている場合、そのドキュメントを使用して、システムが最低限必要な仕様を満たしていることを確認する必要があります。これには、ディスク領域、使用可能なメモリー、特定のプラットフォーム・パッケージおよびパッチ、その他のオペレーティング・システム固有の要件などが含まれます。システム要件は、将来的に変更されることがあります。そのため、システム要件情報のドキュメントは、ドキュメント・ライブラリとは別に管理され、Oracle Technology Networkで利用できます。


	
複数の製品間での相互運用性の確認

同じリリースまたは異なるリリースが混在した状態の複数のFusion Middleware製品のインストールおよび実行を学習するには、『Oracle Fusion Middleware相互運用性および互換性の理解』の「Oracle Fusion Middleware 12cの相互運用性および互換性」を参照してください。










2.3.2 インストール・ユーザーの選択

システムをインストールおよび構成するユーザーには、必要な権限が付与されている必要があります。


	ユーザー権限の理解

Fusion Middleware製品をインストールするユーザーは、そのファイルを所有し、そのファイルに関する特定の権限を持つことになります。
	UNIXオペレーティング・システムのデフォルト以外のユーザー権限の理解

デフォルトの権限の設定を変更すると、インストールおよびシステムのセキュリティが低下する可能性があります。デフォルトの権限の設定を変更することはお薦めしません。
	Windowsオペレーティング・システムでのインストール・ユーザーに管理者権限があることの確認

Windowsレジストリを更新するには、管理者権限が必要です。






2.3.2.1 ユーザー権限の理解


Fusion Middleware製品をインストールするユーザーは、そのファイルを所有し、そのファイルに対する特定の権限を持ちます。

	
実行可能ファイル以外(.jar、.properties、.xmlなど)のすべてのファイルに対する読取り権限と書込み権限。その他の同じグループのすべてのユーザーにはファイル所有者として読取り権限のみがあります。


	
すべての実行可能ファイル(.exe、.shまたは.cmd)に対する読取り、書込みおよび実行権限。同じグループのその他のすべてのユーザーにはファイル所有者として読取り権限および実行権限のみがあります。




したがって、ソフトウェアをインストールするユーザー以外のユーザーも、ドメインまたはFusion Middleware製品を構成するためにOracleホームのインストール・バイナリを使用できます。

構成中に生成されたファイルは、構成ウィザードを実行したユーザーが所有者になり、前述のインストール・ユーザーと同じ権限を持ちます。ただし、セキュリティ・センシティブなファイルは、グループ権限では作成されません。ドメインを作成したユーザーのみが読取りおよび書込み権限を持ち、ドメインを管理できます。

次に例を示します。

	
例1: ソフトウェアのインストールとドメインの構成を1人のユーザーが実行する場合

この例は、同じユーザーがソフトウェアをインストールしてドメインを構成する場合の権限を示します。

すべてのファイルに対して適切な権限があるようにするには、同じ所有者が構成ウィザードを使用してOracle Fusion Middleware製品のインストールとWebLogic Serverドメインの構成の両方のタスクを実行することをお薦めします。



[image: GUID-137C9CB6-D065-4CF7-8517-814816453BB2-print.epsの説明が続きます]






ドメインを作成したユーザーとソフトウェアをインストールしたユーザーが異なる場合は、次の例に示すように、両方のユーザーが同じ権限を持っている必要があります。


	
例2: Oracleホームとドメインを別のユーザーが作成する場合

この例は、あるユーザーがOracleホームを作成し、別のユーザーがドメインを構成する場合の権限を示します。



[image: GUID-4FE4BBE7-44D7-4852-B016-CD7537A06049-print.epsの説明が続きます]









注意:

特定のドメイン・ファイルには、グループ権限がありません。たとえば、cwallet.ssoです。

インストーラを実行する前に、次の点を考慮してください。

	
UNIXオペレーティング・システムでは、ソフトウェアをインストールする前に、システムでumaskを027に設定することをお薦めします。これにより、インストール時にファイルの権限を適切に設定できます。以下のコマンドを使用します。

umask 027

このコマンドは、製品のインストーラと同じ端末ウィンドウで実行する必要があります。


	
UNIXオペレーティング・システムでは、インストール・プログラムをrootユーザーで実行しないでください。インストーラをルート・ユーザーとして実行すると、起動検証が失敗し、続行できなくなります。


	
製品のインストールを管理する際(パッチ適用、管理対象サーバーの起動など)は、製品のインストールに使用したものと同じユーザーIDを使用します。


	
Windowsオペレーティング・システムでは、製品のインストールに管理者権限が必要です。詳細は、「Windowsオペレーティング・システムでのインストール・ユーザーの管理者権限の確認」を参照してください。










2.3.2.2 UNIXオペレーティング・システムのデフォルト以外のユーザー権限の理解


デフォルトの権限の設定を変更すると、インストールおよびシステムのセキュリティが低下する可能性があります。デフォルトの権限の設定を変更することはお薦めしません。

他のユーザーが特定のファイルまたは実行可能ファイルにアクセスする必要がある場合は、ファイルのアクセス権を変更するかわりに、UNIXのsudoコマンド(または他の同様のコマンド)の使用を検討してください。

さらにサポートが必要な場合は、ご使用のUNIXオペレーティング・システムに付属している管理者ガイドを参照するか、オペレーティング・システムのベンダーに問い合せてください。







2.3.2.3 Windowsオペレーティング・システムでのインストール・ユーザーに管理者権限があることの確認


Windowsレジストリを更新するには、管理者権限が必要です。


デフォルトでは、管理者権限を持つグループのユーザーは、一般レベルの権限でシステムにサインインしますが、管理タスクを実行する際には権限レベルの引き上げをリクエストできます。

高い権限が必要なタスクを実行するには:




	左下の「スタート」メニューまたはWindowsアイコンから、「コマンド・プロンプト」アイコンを見つけます。
	コマンド・プロンプトを右クリックして「管理者として実行」を選択します。
こうするとコマンド・プロンプトのウィンドウが新規に開き、このウィンドウで実行されるすべてのアクションが管理者権限で実行されます。

注意:

システムでユーザーアクセス制御が有効な場合、このアクションの確認を求めるウインドウが表示される場合があります。確認し、この手順を続行します。




	必要なタスクを実行します。

たとえば、製品のインストーラを起動するには:

jarファイルの場合は、次のように入力します。

java —jar distribution_name.jar

実行可能ファイル(.exe、.binまたは.shファイル)の場合、次のように入力します。

distribution_name.exe














2.3.3 インストールおよび構成のディレクトリの理解

インストールとドメイン構成のプロセス中に、Oracleホーム、ドメイン・ホームおよびアプリケーション・ホームのディレクトリの場所の指定について計画する必要があります。


	推奨ディレクトリ構造の理解

Oracleホーム、ドメイン・ホームおよびアプリケーション・ホームには、推奨される特定の場所があります。
	Oracleホーム・ディレクトリについて

Oracle Fusion Middleware製品をインストールする場合は、Oracleホーム・ディレクトリを使用する必要があります。
	ドメイン・ホーム・ディレクトリについて

ドメイン・ホームは、構成するドメインが作成されるディレクトリです。
	アプリケーション・ホーム・ディレクトリについて

アプリケーション・ホームは、構成するドメインのアプリケーションが作成されるディレクトリです。
	同じドメインへの複数の製品のインストール

1つのドメインに複数の製品をインストールおよび構成するには、2つの方法があります。これは、ドメインの拡張とも呼ばれます。
	共有記憶域の準備

Oracle Fusion Middlewareでは、単一のOracleホームから複数のOracle WebLogic Serverドメインを構成することができます。これにより、共有ボリューム上の1つの場所にOracleホームをインストールしたり、複数のホストをインストールするためにOracleホストを再利用したりすることもできます。






2.3.3.1 推奨ディレクトリ構造の理解


Oracleホーム、ドメイン・ホームおよびアプリケーション・ホームには、推奨される特定の場所があります。

図2-1に推奨するディレクトリ構造を示します。


図2-1 Oracle Fusion Middlewareの推奨ディレクトリ構造



[image: 図2-1の説明が続きます]






システムでベースの場所(Oracleベース)を決め、(/home/oracleなど)そこから2つのサブ・ディレクトリを別々に作成します。productディレクトリには、製品のバイナリ・ファイルとすべてのOracleホーム・ディレクトリを含めます。configディレクトリにはドメイン・データとアプリケーション・データを格納します。

Oracleホームには構成データを保存しないことをお薦めします。製品を別のメジャー・リリースにアップグレードする場合、バイナリ用に新しいOracleホームの作成が必要になります。また構成データは、Oracleホームのバイナリからアクセス可能な場所に置く必要があります。

このドキュメント全体の例を通じて、/home/oracle/productディレクトリ(Oracleホーム)と/home/oracle/configディレクトリ(アプリケーション・データと構成データ)を使用していますが、これらのディレクトリはご使用のシステムの実際のディレクトリに読み替えてください。







2.3.3.2 Oracleホーム・ディレクトリについて


Oracle Fusion Middleware製品をインストールする場合は、Oracleホーム・ディレクトリを使用する必要があります。

このディレクトリは、同じマシンにインストールされた複数のFusion Middleware製品で使用される共通ファイルのリポジトリです。これらのファイルは、Fusion Middlewareをシステムで正しく動作させるために重要です。これらによって、インストール時の製品間の依存関係のチェックが容易になります。このためOracleホーム・ディレクトリは、システムにインストールされるすべてのOracle Fusion Middleware製品の中心的なサポート・ディレクトリとみなすことができます。

Oracleホーム・ディレクトリは、Fusion MiddlewareドキュメントでORACLE_HOMEと呼ばれています。

Oracleホームの考慮事項

Oracleホーム・ディレクトリを作成してFusion Middleware製品をインストールするときには、次の点に注意してください。

	
Oracleホーム・ディレクトリの名前に空白を含めないでください。Oracleホーム・ディレクトリのパスに空白が含まれていると、エラー・メッセージが表示されます。


	
単一のOracleホーム・ディレクトリには、Oracle Fusion Middlewareの各製品に1つのインスタンスのみインストールできます。異なるバージョンの製品を同じマシンにインストールするには、それぞれのバージョンを専用のOracleホーム・ディレクトリに格納する必要があります。

単一のOracleホームに複数の異なる製品をインストールすることもできますが、Oracleホームには各製品で1つのバージョンのみをインストールできます。




複数のホーム・ディレクトリ

ほとんどの場合、Oracleホームは1つで十分ですが、複数のOracleホーム・ディレクトリを作成する場合もあります。たとえば次の場合に、複数のOracleホーム・ディレクトリを作成する必要があります。

	
それぞれ製品のスタックが別々の開発と本番環境を別々に管理する場合。2つのディレクトリを使用するこのにより、準備ができるまで本番環境を変更せずに、開発環境を更新できるようになります。


	
2つのバージョンのFusion Middleware製品を同時に保持する場合。たとえば製品の既存のバージョンを残したまま新しいバージョンをインストールする必要がある場合。この場合、製品の各バージョンを専用のOracleホーム・ディレクトリにインストールする必要があります。


	
相互に互換性のない複数の製品をインストールする必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware相互運用性および互換性の理解』のOracle Fusion Middleware 12c (12.2.1.2)の相互運用性および互換性に関する項を参照してください。





注意:

複数のOracleホーム・ディレクトリを作成する場合は、各製品の構成段階で重複しないポート範囲を指定する必要があります。







2.3.3.3 ドメイン・ホーム・ディレクトリについて


ドメイン・ホームは、構成するドメインが作成されるディレクトリです。

デフォルトのドメイン・ホームの場所は、ORACLE_HOME/user_projects/domains/domain_nameです。ただし、このデフォルトの場所を使用しないことをお薦めします。ドメイン・ホームは、Oracleホーム・ディレクトリの外部に置きます(例: /home/oracle/config/domains)。configディレクトリには、ドメインとアプリケーションのデータが含まれている必要があります。新規インストール、パッチの適用およびその他の操作によって、ORACLE_HOMEのみが更新され、ドメインの構成は更新されないように、ドメイン専用のディレクトリをお薦めします。

推奨ディレクトリ構造とドメイン・ホームの場所については、「推奨ディレクトリ構造の理解」を参照してください。

Fusion Middlewareドキュメントで、ドメイン・ホーム・ディレクトリはDOMAIN_HOMEと呼ばれ、ドメイン名を含むそれ以下のすべてのフォルダが含まれます。たとえば、ドメイン名がexampledomainで、/home/oracle/config/domainsディレクトリにドメイン・データを配置する場合、ドキュメントでのDOMAIN_HOMEは/home/oracle/config/domains/exampledomainを指します。







2.3.3.4 アプリケーション・ホーム・ディレクトリについて


アプリケーション・ホームは、構成するドメインのアプリケーションが作成されるディレクトリです。

デフォルトのアプリケーション・ホームの場所は、ORACLE_HOME/user_projects/applications/domain_nameです。ただし、アプリケーション・ホームは、Oracleホーム・ディレクトリ以外に置くことを強くお薦めします。製品を別のメジャー・リリースにアップグレードする場合、バイナリ用に新しいOracleホームの作成が必要になります。

推奨ディレクトリ構造とアプリケーション・ホームの場所については、「推奨ディレクトリ構造の理解」を参照してください。

Fusion Middlewareドキュメントでは、アプリケーション・ホーム・ディレクトリのことをAPPLICATION_HOMEと呼び、ドメイン名を含むそれ以下のすべてのフォルダが含まれます。たとえば、ドメインexampledomainという名前を付けて、/home/oracle/config/applicationsディレクトリにアプリケーション・データを置いた場合、ドキュメントでは/home/oracle/config/applications/exampledomainを示すためにAPPLICATION_HOMEを使用します。







2.3.3.5 同じドメインへの複数の製品のインストール


1つのドメインに複数の製品をインストールして構成するには、2つの方法があります。これは、ドメインの拡張とも呼ばれます。

	
方法1

スキーマの作成やドメイン内の全サーバーの起動によるドメイン構成の成功の確認も含めて、製品Aのインストールと構成を行います。

これは、Fusion Middlewareライブラリのすべてのインストレーション・ガイドで使用される方法です。製品の数に応じて、必要なだけこの手順を繰り返すことができます。この方法では、一度に1つの製品を検証し、製品を段階的に追加することができます。

製品Aと同じドメインに製品Bをインストールする方法は次のとおりです。

	
新しい製品を追加する間、すべてのサーバーを停止して、ドメインが更新されないようにします。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion Middlewareの起動と停止に関する項を参照してください。


	
製品Bについて、必要なスキーマの作成など、インストール・ガイドの手順に従います。


	
構成ウィザードを実行してドメインを構成します。

構成中、構成ウィザードはインストールされているコンポーネントを自動的に検出し、製品Bを含めるように既存の製品Aドメインを拡張するオプションを提供します。





	
方法2

必要なすべての製品をインストールしてから、すべての製品のスキーマを作成します。スキーマの作成後、必要な製品テンプレートを使用してドメインを構成してから、すべてのサーバーを起動します。

この方法で複数の製品のドメインを作成すると方法1より若干高速になる場合がありますが、Fusion Middlewareライブラリのインストール・ガイドには、この方法でのドメイン作成についての具体的な手順は示されていません。





関連項目:

	
WebLogicドメインの更新の詳細は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』の「WebLogicドメインの更新」を参照してください。


	
他のOracle Fusion Middlewareの前のバージョン、Oracleまたはサードパーティ製品と動作するOracle Fusion Middleware製品の機能に関する重要な情報は、『Oracle Fusion Middleware相互運用性および互換性の理解』の「Oracle Fusion Middleware 12c (12.2.1.2)の相互運用性および互換性」を参照してください。












2.3.3.6 共有記憶域の準備


Oracle Fusion Middlewareでは、1つのOracleホームから複数のOracle WebLogic Serverドメインを構成できます。これにより、共有ボリューム上の1つの場所にOracleホームをインストールしたり、複数のホストをインストールするためにOracleホストを再利用したりすることもできます。

ご使用の環境で共有記憶域を使用する場合は、詳細について『Oracle Fusion Middleware高可用性ガイド』の共有記憶域の使用に関する項を参照してください。









2.3.4 Oracle Fusion MiddlewareのインストールのためのJDK要件の理解


ほとんどのFusion Middleware製品は、.jarファイル形式で配布されます。これらのディストリビューションにJDKは含まれていません。.jar配布インストーラを実行するには、動作保証されたJDKがすでにシステムにインストールされている必要があります。

JDKがOracleホームの外部にインストールされていることを確認してください。Oracleホームの下にJDKをインストールすると、将来タスクを実行しようとしたときに、問題が発生します。Oracle Universal Installerは、Oracleホーム・ディレクトリが空であるかどうかを検証し、空のディレクトリが指定されるまで、インストールを進めません。JDKは、/home/oracle/products/jdkディレクトリにインストールすることをお薦めします。

一部の製品(Oracle HTTP ServerおよびOracle JDeveloperなど)は、プラットフォーム固有のディストリビューションとして提供されています。プラットフォーム固有のディストリビューションには、.bin (UNIXオペレーティング・システム用)または.exe (Windowsオペレーティング・システム用)インストーラが含まれます。その場合は、プラットフォーム固有のJDKがディストリビューションに含まれており、JDKを別途インストールする必要はありません。ただし、認定されたJDKのバージョンによっては、より新しいバージョンにそのJDKをアップグレードする必要があります。

「Oracle Fusion Middlewareでサポートされるシステム構成」のページで動作保証情報を参照し、必要なJDKバージョンであることを確認してください。12c (12.2.1.2)では、動作保証されたJDKは1.8.0_101以降です。

必要なJDKをダウンロードするには、次のURLにアクセスしてJava SE JDKをダウンロードします。


http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html







2.3.5 Oracle Fusion Middlewareのインストールのためのデータベース要件の理解


多くのOracle Fusion Middleware製品は、構成の前にデータベース・スキーマが必要です。このようなスキーマをインストールできるデータベースがない場合は、動作保証されたデータベースをインストールして構成する必要があります。

オペレーティング・システムで動作保証されているデータベースを調べるには、Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成ページで、ご使用のリリース向けの動作保証情報のドキュメントを参照してください。

スキーマ作成用にデータベースが適切に構成されていることを確認するには、Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様ドキュメントのリポジトリ作成ユーティリティの要件に関する項を参照してください。

データベースが正しく構成されたら、Repository Creation Utility(RCU)を使用してデータベースに製品スキーマを作成する必要があります。このツールはOracle Fusion Middleware製品のOracleホームにあります。RCUの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』のリポジトリ作成ユーティリティの理解に関する項を参照してください。








2.4 製品の配布の入手


Oracle Fusion Middleware InfrastructureおよびOracle WebCenter Contentディストリビューションは、Oracle Technology Network (OTN)で入手できます。

Oracle Fusion Middleware InfrastructureおよびOracle WebCenter Contentのインストールを準備する手順は次のとおりです。

	
コマンドラインでjava -versionと入力して、動作保証されたJDKがご使用のシステムにインストールされていることを確認します。12c (12.2.1.2)では、動作保証されたJDKは1.8.0_101以降です。

詳細は、「Oracle Fusion MiddlewareインストールのJDK要件の理解」を参照してください。


	
Oracle Fusion Middleware InfrastructureおよびOracle WebCenter Contentソフトウェアを検索してダウンロードします。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の製品の配布の入手に関する項を参照してください。










2.5 製品ディストリビューションについて


Oracle Fusion Middleware Infrastructureディストリビューションを使用して、Oracle WebLogic ServerソフトウェアおよびOracle Java Required Files (JRF)ソフトウェアの両方を含む初期Oracle WebCenter Contentドメインを作成します。


Oracle JRFソフトウェアは、次のものから構成されています。

	
Oracle Web Services Manager。


	
Oracle Application Development Framework (Oracle ADF)


	
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Control。


	
リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)


	
Oracle Fusion Middleware製品をサポートするために必要な、その他のライブラリとテクノロジ




Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストールは、Oracle WebCenter Contentのインストールの前提条件の1つです。











3 Oracle WebCenter Contentソフトウェアのインストール


この項の手順に従って、Oracle WebCenter Contentソフトウェアをインストールします。

インストールを開始する前に、前提条件を確認し、「Oracle WebCenter Contentのインストールと構成の準備」に示されたすべての手順を完了しておきます。




	インストール・チェックリストの確認

インストール・プロセスでは、特定の情報を入力するように要求されます。
	インストール・プログラムの起動

インストール・プログラムを実行する前に、JDKおよび前提条件ソフトウェアがインストールされていることを確認する必要があります。
	インストール画面への移動

インストーラにより、情報を確認または入力する一連の画面が表示されます。
	インストールの確認

インストールの完了後、一連のタスクを実行して、成功したことを確認します。





3.1 インストール・チェックリストの確認


インストール・プロセスでは、特定の情報を入力するように要求されます。


表3-1に、Oracle WebCenter Contentをインストールする前に理解し、インストール中に決定する必要のある重要な項目を示します。


表3-1 インストール・チェックリスト

	情報	値の例	説明
	
JAVA_HOME

	
/home/Oracle/Java/jdk1.8.0_101

	
Java JDK ホーム・ディレクトリを指す環境変数。


	
データベース・ホスト

	
examplehost.exampledomain

	
データベースを実行しているホストの名前とドメイン。


	
データベース・ポート

	
1521

	
データベースのリスニング・ポートの番号。デフォルトのOracleデータベースのリスニング・ポートは1521です。


	
データベース・サービス名

	
orcl.oracle.com

	
Oracleデータベースには一意のサービス名が必要です。デフォルトのサービス名は、orclです。


	
DBAユーザー名

	
SYS

	
データベース管理権限を持つユーザーの名前。OracleデータベースのデフォルトのDBAユーザーは、SYSです。


	
DBAパスワード

	
myDBApw957

	
データベース管理権限を持つユーザーのパスワード。


	
ORACLE_HOME

	
/home/Oracle/product/ORACLE_HOME

	
ソフトウェアをインストールするディレクトリ。

必要に応じて、このディレクトリには、Oracle Fusion Middleware InfrastructureおよびOracle WebCenter Contentが含まれます。


	
WebLogic Serverのホスト名

	
examplehost.exampledomain.com

	
Oracle WebLogic ServerおよびOracle WebCenter Contentの各コンソールのホスト名。


	
コンソール・ポート

	
7001

	
Oracle WebLogic ServerおよびOracle WebCenter Contentのコンソールのポート。


	
DOMAIN_HOME

	
/home/Oracle/config/domains/wcc_domain

	
ドメイン・データの格納場所。


	
APPLICATION_HOME

	
/home/Oracle/config/applications/wcc_domain

	
アプリケーション・データの格納場所。


	
WebLogicドメインの管理者のユーザー名

	
weblogic

	
Oracle WebLogic Serverの管理権限を持つユーザーの名前。デフォルトの管理者ユーザーは、weblogicです。


	
管理者ユーザーのパスワード

	
myADMpw902

	
Oracle WebLogic Serverの管理権限を持つユーザーのパスワード。


	
RCU

	
ORACLE_HOME/oracle_common/bin

	
リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)へのパス。


	
RCUスキーマ接頭辞

	
SHORT PRODUCT NAME

	
Oracle WebCenter Contentで使用するデータベース・スキーマ名の接頭辞。


	
RCUスキーマ・パスワード

	
myRCUpw674

	
Oracle WebCenter Contentで使用するデータベース・スキーマのパスワード。


	
構成ユーティリティ

	
ORACLE_HOME/oracle_common/common/bin

	
ドメインの作成と構成のための構成ウィザードへのパス。














3.2 インストール・プログラムの起動


インストール・プログラムを実行する前に、JDKおよび前提条件ソフトウェアがインストールされていることを確認する必要があります。


インストール・プログラムを起動する手順は次のとおりです。




	ホスト・システムにログインします。
	まだ確認していない場合は、コマンドラインでjava -versionを入力して、動作保証されたJDKがご使用のシステムにインストールされていることを確認します。12c (12.2.1.2)では、動作保証されたJDKは1.8.0_101以降です。

詳細は、「Oracle Fusion MiddlewareインストールのJDK要件の理解」を参照してください。




	Oracle Fusion Middleware Infrastructureなどのすべての前提条件ソフトウェアがインストールされていることを確認します。
	インストール・プログラムがダウンロードされたディレクトリに移動します。
	JDKディレクトリからjava実行可能ファイルを実行して、インストール・プログラムを起動します。例:

	
(UNIX) /home/Oracle/Java/jdk1.8.0_101/bin/java —jar fmw_12.2.1.2.0_wccontent_generic.jar


	
(Windows) C:\home\Oracle\Java\jdk1.8.0_101\bin\java -jar fmw_12.2.1.2.0_wccontent_generic.jar











注意:

インストーラ画面を起動するかわりに、保存されたレスポンス・ファイルを使用してサイレント・モードでインストーラを起動することもできます。サイレント・インストールまたはコマンドライン・インストールの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』のサイレント・モードでのOracle Universal Installerの使用に関する項を参照してください。



インストール・プログラムが表示されると、インストールを開始する準備ができています。









3.3 インストール画面への移動


インストーラにより、情報を確認または入力する一連の画面が表示されます。


次の表に、インストーラ画面が表示される順序を示します。インストール画面に関する追加のヘルプが必要な場合は、「ヘルプ」をクリックします。


表3-2 Oracle WebCenter Contentのインストール画面

	画面	説明
	
インストール・インベントリの設定

	
UNIXオペレーティング・システムで、このホストにOracle製品を初めてインストールする場合に、この画面が表示されます。中央インベントリを作成する場所を指定します。この画面で選択したオペレーティング・システム・グループ名には、中央インベントリの場所への書込み権限があることを確認してください。

中央インベントリの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』のOracle中央インベントリの理解に関する項を参照してください。

Windowsオペレーティング・システムでは、この画面は表示されません。


	
ようこそ

	
情報を参照してすべての前提条件が満たされていることを確認し、「終了」をクリックします。


	
自動更新

	
自動更新をスキップする選択をするか、パッチを選択するか、My Oracle Supportアカウントを使用して、重要なセキュリティ更新を含む最新のソフトウェア更新を検索します。


	
インストールの場所

	
Oracleホーム・ディレクトリの場所を指定します。

「表示」をクリックして、適切なOracleホームにOracle WebCenter Contentがインストールされるかどうかを確認できます。


	
インストール・タイプ

	
	
前提条件チェック

	
この画面では、ご使用のシステムが最小要件を満たしていることを検証します。

確認されたタスクのリストを表示するには、「正常なタスクの表示」を選択します。ログの詳細を表示するには、「ログの表示」を選択します。前提条件のチェックが失敗すると、エラー・メッセージが画面の下方に表示されます。エラーを修正し、「再実行」をクリックして再試行します。エラー・メッセージや警告メッセージを無視してインストールを続けるには、「スキップ」をクリックします(非推奨)。


	
インストール・サマリー

	
この画面では、選択したインストール・オプションを確認します。これらのオプションをレスポンス・ファイルに保存する場合は、「レスポンス・ファイルの保存」をクリックし、レスポンス・ファイルの場所と名前を入力します。レスポンス・ファイルには、入力したすべての情報が収集して格納され、後で(コマンドラインから)サイレント・インストールを実行するために使用できます。

「インストール」をクリックしてインストールを開始します。


	
インストールの進行状況

	
この画面はインストールの進行状況を示します。

進行状況バーが100%完了になったら、「終了」をクリックしてインストーラを閉じるか、「次へ」をクリックしてサマリーを表示します。


	
インストール完了

	
この画面には、「インストールの場所およびインストールされた機能セットが表示されます。情報を確認し、「終了」をクリックしてインストーラを閉じます。














3.4 インストールの確認

インストールの完了後、一連のタスクを実行して、成功したことを確認します。


	インストール・ログ・ファイルの確認

インストール・ログ・ファイルの内容を確認し、インストーラに何も問題が発生しなかったことを確認します。
	ディレクトリ構造のチェック

インストールの内容は、インストール中に選択したオプションによって異なります。
	Oracleホームの内容の表示

viewInventoryスクリプトを使用すると、Oracleホーム・ディレクトリの内容を表示することができます。






3.4.1 インストール・ログ・ファイルの確認


インストール・ログ・ファイルの内容を確認し、インストーラに何も問題が発生しなかったことを確認します。


デフォルトでは、インストーラはログ・ファイルをOracle_Inventory_Location/logs (UNIXオペレーティング・システムの場合)またはOracle_Inventory_Location\logs (Windowsオペレーティング・システムの場合)ディレクトリに書き込みます。

ログ・ファイルとその場所の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』のインストール・ログ・ファイルに関する項を参照してください。









3.4.2 ディレクトリ構造のチェック


インストールの内容は、インストール中に選択したオプションによって異なります。


インストール後のディレクトリ構造の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareコンセプトの理解』のOracle Fusion Middlewareの主要ディレクトリに関する項を参照してください。









3.4.3 Oracleホームの内容の表示


viewInventoryスクリプトを使用すると、Oracleホーム・ディレクトリの内容を表示することができます。


詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』のOracleホームの内容の表示に関する項を参照してください。















4 WebCenter Contentドメインの構成


WebCenter Contentのインストールした後、ドメインを構成でき、それを高可用性用に拡張することもできます。

ここで示す構成手順は、次で説明されているインストール手順を完了したことを前提にしています。
	
Oracle WebCenter Contentのインストールと構成の準備


	
Oracle WebCenter Contentソフトウェアのインストール






次の各項を参照して、データベース・スキーマを作成し、WebLogicドメインを構成して、構成を確認します。




	データベース・スキーマの作成

Oracle WebCenter Content ドメインを構成する前に、このリリースのOracle Fusion Middlewareで使用する動作保証されたデータベースに必要なスキーマをインストールする必要があります。
	ドメインの構成

構成ウィザードを使用して、ドメインを作成および構成します。
	サーバーの起動

構成の完了後、ノード・マネージャを起動してから、WebLogic管理サーバーと管理対象サーバーを起動します。
	構成の確認

すべての構成手順の完了後、ドメインが適切に構成されていることを確認する追加手順を実行できます。
	Inbound Refineryの設定の構成(単一ノード)

Inbound Refinery管理対象サーバーを起動したら、インストール後の構成画面で設定を構成します。ほとんどの場合、デフォルト設定をそのまま使用できます。
	WebCenter Content設定の構成

Content Serverのインストール後構成のページのWebCenter Content構成を完了する必要があります。






4.1 データベース・スキーマの作成

Oracle WebCenter Contentドメインを構成する前に、このリリースのOracle Fusion Middlewareで使用する動作保証されたデータベースに必要なスキーマをインストールする必要があります。


	動作保証されたデータベースのインストールと構成

データベース・スキーマを作成する前に、動作保証されたデータベースをインストールおよび構成し、データベースが起動されて稼働していることを確認しておく必要があります。
	リポジトリ作成ユーティリティの起動

動作保証されたJDKがシステムにインストールされていることを確認してから、リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を起動します。
	「リポジトリ作成ユーティリティ」画面をナビゲートしてスキーマを作成

RCU画面に必要な情報を入力して、データベース・スキーマを作成します。






4.1.1 動作保証されたデータベースのインストールと構成


データベース・スキーマを作成する前に、動作保証されたデータベースをインストールおよび構成し、データベースが起動されて稼働していることを確認しておく必要があります。


詳細は、「Oracle Fusion Middlewareインストールのデータベース要件の理解」を参照してください。









4.1.2 リポジトリ作成ユーティリティの起動


動作保証されたJDKがシステムにインストールされていることを確認してから、リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を起動します。


RCUを起動する手順は次のとおりです。




	コマンドラインからjava -versionを実行して、動作保証されたJDKがすでにシステムにあることを確認します。12c (12.2.1.2)では、動作保証されたJDKは1.8.0_101以降です。

詳細は、「Oracle Fusion MiddlewareインストレーションのためのJDK要件の理解」を参照してください。




	JAVA_HOME環境変数が、動作保証済JDKの場所に設定されていることを確認します。例:
	(UNIX) setenv JAVA_HOME/home/Oracle/Java/jdk1.8.0_101
	(Windows) set JAVA_HOME=C:\home\Oracle\Java\jdk1.8.0_101



	/oracle_common/binディレクトリに移動します。
	(UNIX) ORACLE_HOME/oracle_common/bin
	(Windows) ORACLE_HOME\oracle_common\bin



	次のコマンドを入力します。
	(UNIX) ./rcu
	(Windows) rcu.bat











4.1.3 「リポジトリ作成ユーティリティ」画面をナビゲートしてスキーマを作成

RCU画面で、データベース・スキーマの作成に必要な情報を入力します。


	RCUの概要

「ようこそ」画面は、RCUを起動したときに最初に表示される画面です。
	スキーマ作成の方法の選択

「リポジトリの作成」画面を使用して、作成方法を選択し、コンポーネント・スキーマをデータベースにロードします。
	データベース接続の詳細の指定

「データベース接続の詳細」画面で、RCUでデータベースに接続するためのデータベース接続詳細を指定します。
	カスタム接頭辞の指定とスキーマの選択

カスタム接頭辞を入力してスキーマをグループ化した後、必要なスキーマを選択する必要があります。
	スキーマ・パスワードの指定

「スキーマ・パスワード」画面で、データベースでのスキーマ・パスワードの設定方法を指定した後、パスワードを入力して確認します。
	スキーマの作成の完了

残りのRCU画面を最後までナビゲートし、スキーマ作成を完了します。






4.1.3.1 RCUの概要


「ようこそ」画面は、RCUを起動したときに最初に表示される画面です。


「次へ」をクリックします。









4.1.3.2 スキーマ作成の方法の選択


「リポジトリの作成」画面を使用して、作成方法を選択し、コンポーネント・スキーマをデータベースにロードします。

「リポジトリの作成」画面:
	
データベースでDBAアクティビティを実行するために必要な権限を持っている場合は、「システム・ロードおよび製品ロード」を選択します。この手順は、SYSDBA権限が付与されていることを前提としています。


	
データベースでDBAアクティビティを実行するために必要な権限を持っていない場合は、この画面で「システム・ロードに対するスクリプトの準備」を選択する必要があります。このオプションによってSQLスクリプトが生成され、それをデータベース管理者が使用します。システム・ロードおよび製品ロードの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』のシステム・ロードおよび製品ロードについてに関する項を参照してください。


	
DBAがシステム・ロードのSQLスクリプトをすでに実行している場合は、「製品ロードの実行」を選択します。












4.1.3.3 データベース接続の詳細の指定


「データベース接続の詳細」画面で、RCUでデータベースに接続するためのデータベース接続詳細を指定します。



注意:

データベースのサービス名が不明な場合は、データベースの初期化パラメータ・ファイル内のSERVICE_NAMESパラメータから取得できます。初期化パラメータ・ファイルにSERVICE_NAMESパラメータが含まれていない場合、サービス名はDB_NAMEやDB_DOMAINパラメータに指定されているグローバル・データベース名と同じです。



例:

	データベース・タイプ: Oracle Database
	名前: examplehost.exampledomain.com
	ポート: 1521
	サービス名: Orcl.exampledomain.com
	ユーザー名: sys
	パスワード: ******
	ロール: SYSDBA


「次へ」をクリックして続行し、データベースへの接続が成功したことを通知するダイアログ・ウィンドウで「OK」をクリックします。








4.1.3.4 カスタム接頭辞の指定とスキーマの選択


カスタム接頭辞を入力してスキーマをグループ化した後、必要なスキーマを選択する必要があります。


「新規接頭辞の作成」を選択し、カスタム接頭辞を指定し、「WebCenter Content」を選択します。この操作により、次のスキーマが依存関係として自動的に選択されます。





	
Oracle WebCenter Content Server — 完全


	
Oracle WebCenter Enterprise Capture


	
Oracle WebCenter Content Server — 検索のみ




次のスキーマは、デフォルトで選択されています。

	
メタデータ・サービス


	
Oracle Platform Security Services


	
監査サービス


	
監査サービスへの追加


	
監査サービス・ビューア





ヒント:

ここに入力するカスタム接頭辞は、メモしておく必要があります。このカスタム接頭辞は、後述するドメイン作成のプロセスで必要になります。




注意:

WebCenter Contentのみをインストールし、Oracle WebCenter Content Server — 完全スキーマ(その他のスキーマは選択しない)を選択する場合は、メタデータ・サービス・スキーマを選択します。メタデータ・サービスはWebCenter Contentユーザー・インタフェースで必要になるため、選択する必要があります。

スキーマの共通インフラストラクチャ・サービスも自動的に作成されます。これにより、ドメインの構成時にRCUから情報を取得できるようになります。このスキーマはグレー表示され、選択または選択を解除することはできません。詳細は、『Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』のサービス表スキーマの理解に関する項を参照してください。

カスタム接頭辞は、このドメインでのみ使用されるスキーマを論理的にグループ化します。ドメイン間でのスキーマの共有はサポートされないので、各ドメインに固有のスキーマ・セットを作成する必要があります。


ヒント:

カスタム接頭辞の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』のカスタム接頭辞の理解に関する項を参照してください。

マルチドメイン環境でのスキーマの構成方法の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』のスキーマ作成の準備に関する項を参照してください。



「次へ」をクリックして先に進み、スキーマ作成の前提条件チェックが成功したことを確認するダイアログ・ウィンドウの「OK」をクリックします。









4.1.3.5 スキーマ・パスワードの指定


「スキーマ・パスワード」画面で、データベースでのスキーマ・パスワードの設定方法を指定した後、パスワードを入力して確認します。



ヒント:

この画面で設定するパスワードは、メモしておく必要があります。このパスワードは、後述するドメイン作成のプロセスで必要になります。











4.1.3.6 スキーマの作成の完了


残りのRCU画面を最後までナビゲートし、スキーマ作成を完了します。


RCUを起動したときに、データベース(OracleまたはOracle EBR)で「透過的データ暗号化」(TDE)を使用可能にした場合のみ、「表領域のマップ」画面に「表領域の暗号化」チェック・ボックスが表示されます。RCUによって作成されるすべての新しい表領域を暗号化する場合は、「表領域の暗号化」チェック・ボックスを選択します。

「完了サマリー」画面が表示されたら、「閉じる」をクリックしてRCUを終了します。













4.2 ドメインの構成


構成ウィザードを使用して、ドメインを作成および構成します。

ドメインを作成するその他の方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のWebLogicドメインを作成、拡張および管理するためのその他のツールに関する項を参照してください。




	構成ウィザードの起動

構成ウィザードを起動して、ドメインの構成を開始します。
	ドメインを作成および構成するための構成ウィザード画面のナビゲート

構成ウィザード画面で、トポロジのドメインを作成および構成するために必要な情報を入力します。






4.2.1 構成ウィザードの起動


構成ウィザードを起動して、ドメインの構成を開始します。


構成ウィザードを起動する手順は次のとおりです。




	/oracle_common/common/binディレクトリに移動します。

(UNIX) ORACLE_HOME/oracle_common/common/bin

(Windows) ORACLE_HOME\oracle_common\common\bin




ここでORACLE_HOMEは、12c (12.2.1.2) Oracleホームになります。




	次のコマンドを入力します。

(UNIX) ./config.sh

(Windows) config.cmd












4.2.2 ドメインを作成および構成するための構成ウィザード画面のナビゲート


構成ウィザード画面で、トポロジのドメインを作成および構成するために必要な情報を入力します。


注意:

この手順を使用して既存のドメインを拡張できます。この手順の説明では要件が満たされない場合は、その要件に応じた選択を行うか、サポート・ドキュメントで追加の詳細を参照してください。






	ドメイン・タイプおよびドメイン・ホームの場所の選択

「構成タイプ」画面を使用して、ドメイン・ホーム・ディレクトリの場所(Oracleホーム・ディレクトリの外部が最適)を選択します。
	Oracle WebCenter Contentの構成テンプレートの選択

	アプリケーション・ホームの場所の選択

「アプリケーションの場所」画面を使用して、ドメインに関連付けられたアプリケーションの格納場所(アプリケーション・ホーム・ディレクトリとも呼ばれる)を選択します。
	管理者アカウントの構成

「管理者アカウント」画面を使用して、ドメインのデフォルトWebLogic管理者アカウント用のユーザー名とパスワードを指定します。
	ドメイン・モードおよびJDKの指定

「ドメイン・モードおよびJDK」画面を使用して、ドメイン・モードおよびJava Development Kit (JDK)を指定します。
	JDBCデータ・ソースの指定

この画面では、JDBCデータ・ソースを指定します。
	JDBCデータ・ソースのテスト

この画面では、前の画面で構成したデータ・ソース接続をテストします。
	データベース構成タイプの指定

「データベース構成タイプ」画面を使用して、データベースとデータベース・スキーマの詳細を指定します。
	JDBCコンポーネント・スキーマ情報の指定

「JDBCコンポーネント・スキーマ」画面を使用して、データベース・スキーマの詳細を確認または指定します。
	JDBC接続のテスト

「JDBCコンポーネント・スキーマ・テスト」画面を使用してデータ・ソース接続をテストします。
	資格証明の入力

この画面では、ドメイン内の各キーの資格証明を設定します。
	拡張構成の選択

「拡張構成」画面を使用して、ドメイン構成を完了します。
	管理サーバーのリスニング・アドレスの構成

「管理サーバー」画面を使用して、ホストのIPアドレスを選択します。
	ノード・マネージャの構成

「ノード・マネージャ」画面を使用して、構成するノード・マネージャのタイプおよびノード・マネージャ資格証明を選択します。
	Oracle WebCenter Contentの管理対象サーバーの構成

「管理対象サーバー」画面で、新しい管理対象サーバーを作成し、構成します。
	WebCenter Contentのクラスタの構成

「クラスタ」画面を使用して、新規クラスタを作成します。
	サーバー・テンプレートの定義

高可用性設定のために動的クラスタを作成する場合は、「サーバー・テンプレート」画面を使用して、ドメインに1つ以上のサーバー・テンプレートを定義します。
	動的サーバーの構成

高可用性設定のために動的クラスタを作成する場合は、「動的サーバー」画面を使用して動的サーバーを構成します。
	クラスタへのWebCenter Content管理対象サーバーの割当て

「サーバーのクラスタへの割当」画面を使用して、新しい構成済クラスタに管理対象サーバーを割り当てます。構成済クラスタとは、手動で構成したクラスタのことです。動的クラスタ(1つのサーバー・テンプレートに基づく1つ以上の生成済サーバー・インスタンスを含むクラスタ)を構成する場合は、この画面を使用しません。
	Coherenceクラスタの構成

「Coherenceクラスタ」画面を使用してCoherenceクラスタを構成します。
	新しいWebCenter Contentマシンの作成

「マシン」画面を使用して、ドメイン内に新しいマシンを作成します。ノード・マネージャがサーバーを起動および停止するには、マシンが必要です。
	WebCenter Contentマシンへのサーバーの割当て

「サーバーのマシンへの割当」画面を使用して、作成したばかりの新しいマシンに管理サーバーと管理対象サーバーを割り当てます。
	仮想ターゲット

WebLogic Server Multitenant (MT)環境がある場合は、「仮想ターゲット」画面を使用して、仮想ターゲットを追加または削除します。このインストールの場合(WebLogic Server MT環境ではない)、値を入力する必要はなく、「次へ」を選択するだけです。
	パーティション

「パーティション」画面は、WebLogic Server Multitenant (MT)環境で仮想ターゲットのパーティションを構成する場合に使用されます。オプションを選択せずに、「次へ」を選択します。
	構成の指定内容の確認とドメインの構成

「構成サマリー」画面には、これから作成するドメインの詳細な構成情報が表示されます。
	ドメイン・ホームと管理サーバーURLの記録

「構成の終了」画面には、構成したばかりのドメインについての情報が表示されます。






4.2.2.1 ドメイン・タイプとドメイン・ホームの場所の選択


「構成タイプ」画面を使用して、ドメイン・ホーム・ディレクトリの場所(Oracleホーム・ディレクトリの外部が最適)を選択します。

『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareコンセプトの理解』のOracle Fusion Middlewareの主要ディレクトリに関する項に示されたディレクトリ構造(Oracleホーム・ディレクトリの外部にドメイン・ホームを置く)に従って、ドメイン・ホームを配置することをお薦めします。このディレクトリ構造は、ソフトウェアのアップグレードや再インストールが必要になった場合に問題が発生しないようにするのに役立ちます。



ドメイン・タイプおよびドメイン・ホーム・ディレクトリを指定する手順:




	「構成タイプ」画面で、「新規ドメインの作成」を選択します。
	「ドメインの場所」フィールドで、使用するドメイン・ホーム・ディレクトリを指定します。




ヒント:

この画面の詳細は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』の構成タイプに関する項を参照してください。










4.2.2.2 Oracle WebCenter Contentの構成テンプレートの選択



「テンプレート」画面では、「製品テンプレートを使用してドメインを作成」が選択されていることを確認し、次のテンプレートを選択します。





	
Oracle Universal Content Management - Inbound Refinery - 12.2.1.2.0[wccontent]


	
Oracle Universal Content Management - Content Server - 12.2.1.2.0 [wccontent]

このテンプレートを選択すると、次の項目が依存関係として自動的に選択されます。

	
Oracle Enterprise Manager - 12.2.1.2.0 [em]


	
Oracle JRF - 12.2.1.2.0 [oracle_common]


	
WebLogic Coherenceクラスタの拡張 - 12.2.1.2.0 [wlserver]





	
Oracle WebCenter Enterprise Capture - 12.2.1.2.0 [wccapture]


	
Oracle WebCenter Content - Web UI - 12.2.1.2.0 [wccontent]





ヒント:

この画面のオプションの詳細は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のテンプレートに関する項を参照してください。











4.2.2.3 アプリケーション・ホームの場所の選択


「アプリケーションの場所」画面を使用して、ドメインに関連付けられたアプリケーションの格納場所(アプリケーション・ホーム・ディレクトリとも呼ばれる)を選択します。


『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareコンセプトの理解』のOracle Fusion Middlewareの主要ディレクトリに関する項に示されたディレクトリ構造(Oracleホーム・ディレクトリの外部にアプリケーション・ホームを置く)に従って、アプリケーション・ホームを配置することをお薦めします。このディレクトリ構造は、ソフトウェアのアップグレードや再インストールが必要になった場合に問題が発生しないようにするのに役立ちます。


ヒント:

アプリケーション・ホーム・ディレクトリの詳細は、「アプリケーション・ホーム・ディレクトリについて」を参照してください。

この画面の詳細は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のアプリケーションの場所に関する項を参照してください。











4.2.2.4 管理者アカウントの構成


「管理者アカウント」画面では、ドメインに対するデフォルトのWebLogic管理者アカウントのユーザー名とパスワードを指定します。


この画面に入力するユーザー名とパスワードは、メモしておいてください。これらの資格証明は、このドメインの管理サーバーの起動とそのサーバーへの接続のために後で必要になります。









4.2.2.5 ドメイン・モードとJDKの指定


「ドメイン・モードおよびJDK」画面を使用して、ドメイン・モードおよびJava Development Kit (JDK)を指定します。


「ドメイン・モードおよびJDK」画面では、次の操作を実行します。





	
「ドメイン・モード」フィールドで、「本番」を選択します。


	
「JDK」フィールドで、Oracle HotSpot JDKを選択します。





ヒント:

この画面の詳細は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のドメイン・モードとJDKに関する項を参照してください。










4.2.2.6 JDBCデータ・ソースの指定


この画面では、JDBCデータ・ソースを指定します。

DB2データベースを使用している場合は、DB2ドライバを選択する前に、システム要件をチェックする必要があります。Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様のドキュメントを参照してください。


	デフォルトのデータ・ソース、mds-WCCUIMDSREPOを選択します。
	DBMS/サービス、ホスト名、ポート、パスワードおよびユーザー名の値を入力します。
	「次へ」をクリックします。







4.2.2.7 JDBCデータ・ソースのテスト


この画面では、前の画面で構成したデータ・ソース接続をテストします。



注意:

データベース接続をテストするには、接続先データベースが稼働中である必要があります。ここで接続をテストしない場合は、データ・ソースを選択せずに、「次へ」をクリックして続行します。

「ステータス」列に示される緑色のチェック・マークは、テストが成功したことを表します。問題が発生した場合は、この画面の「接続結果ログ」セクションに示されるエラー・メッセージを確認し、問題を修正してから接続テストを再試行してください。




データ・ソースをテストするための手順:


	テストするデータ・ソースの横にあるチェック・ボックスを選択します。
	「選択された接続のテスト」を選択します。
	テストが成功した場合は、「次へ」をクリックします。失敗した場合は、「戻る」をクリックし、詳細を修正して再テストします。








4.2.2.8 データベース構成タイプの指定


「データベース構成タイプ」画面を使用して、データベースとデータベース・スキーマの詳細を指定します。


「データベース構成タイプ」画面で、「RCUデータ」を選択します。このオプションでは、構成ウィザードに対して、データベースおよびサービス表(STB)スキーマに接続し、ドメインの構成に必要なスキーマのスキーマ情報を自動的に取得するように指示します。


注意:

この画面で「手動構成」を選択した場合、次の画面でスキーマのパラメータを手動で入力する必要があります。



「RCUデータ」を選択してから、次の各フィールドに入力します。


	フィールド	説明
	
DBMS/サービス

	
データベースのDBMS名(サービス・タイプ・ドライバを選択している場合はサービス名)を入力します。

例: orcl.exampledomain.com


	
ホスト名

	
データベースをホストするサーバーの名前を入力します。

例: examplehost.exampledomain.com


	
ポート

	
データベースがリスニングするポート番号を入力します。

例: 1521


	
スキーマ所有者

スキーマ・パスワード

	
データベースのサービス表スキーマに接続するためのユーザー名とパスワードを入力します。これは、RCUの「スキーマ・パスワード」画面でサービス表コンポーネントに入力したスキーマ・ユーザー名とパスワードです(「スキーマのパスワードの指定」を参照)。

デフォルトのユーザー名はprefix_STBで、prefixは、RCUで定義したカスタム接頭辞です。







データベース接続情報の指定を完了したら、「RCU構成の取得」をクリックします。「接続結果ログ」の次の出力は、操作が成功したことを示しています。


Connecting to the database server...OK
Retrieving schema data from database server...OK
Binding local schema components with retrieved data...OK

Successfully Done.



ヒント:

RCUの実行時にインストールされるスキーマの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』のサービス表スキーマに関する項を参照してください。

この画面の詳細は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のデータベース構成タイプに関する項を参照してください。











4.2.2.9 JDBCコンポーネント・スキーマ情報の指定


「JDBCコンポーネント・スキーマ」画面を使用して、データベース・スキーマの詳細を確認または指定します。


「JDBCコンポーネント・スキーマ」画面に移入されている値が、すべてのスキーマに対して適切であることを確認します。前の画面で「RCUデータ」を選択した場合、スキーマ表はすでに適切に移入されている必要があります。


ヒント:

高可用性環境のためにOracle RACデータベースにデータ・ソースを構成する方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware高可用性ガイド』の次の各項を参照してください。

	
Oracle RACでのアクティブなGridLinkデータ・ソースの構成


	
マルチ・データ・ソースの構成




この画面の詳細は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のJDBCコンポーネント・スキーマに関する項を参照してください。











4.2.2.10 JDBC接続のテスト


「JDBCコンポーネント・スキーマ・テスト」画面を使用してデータ・ソース接続をテストします。


「ステータス」列に示される緑色のチェック・マークは、テストが成功したことを表します。問題が発生した場合は、この画面の「接続結果ログ」セクションに示されるエラー・メッセージを確認し、問題を修正してから接続テストを再試行してください。

デフォルトでは、スキーマの作成時に指定したパスワードが、各スキーマ・コンポーネントのスキーマ・パスワードです。スキーマ・コンポーネントに応じて異なるパスワードを使用する場合は、各行の「スキーマ・パスワード」列に使用するパスワードを入力して、前述の画面(「JDBCコンポーネント・スキーマ」)でそれらを手動で編集します。パスワードを指定した後、パスワードを変更したスキーマに対応するチェック・ボックスを選択し、再度接続をテストします。


ヒント:

この画面の詳細は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のJDBCコンポーネント・スキーマ・テストに関する項を参照してください。










4.2.2.11 資格証明の入力


この画面では、ドメイン内の各キーの資格証明を設定します。

「ストア名」列は、各キーに関連付けられた資格証明ストアを示します。


(オプション)追加のキーの資格証明を入力するには、「追加」をクリックします。


	キーに使用するユーザー名を入力します。
	キーに使用するパスワードを入力します。
	「次へ」を選択します。








4.2.2.12 拡張構成の選択


「拡張構成」画面を使用して、ドメイン構成を完了します。


「拡張構成」画面で、次を選択します。





	
管理サーバー

管理サーバーのリスニング・アドレスを適切に構成するために必要です。


	
ノード・マネージャ

ノード・マネージャを構成するために必要です。


	
トポロジ

WebCenter Content管理対象サーバーを構成するために必要です。




オプションで、目的のインストール環境に必要な他の使用可能なオプションを選択します。このガイドに示す手順では標準インストール・トポロジについて記載していますが、別の方法に従ってもかまいません。インストールでこのガイドに記載されていない追加オプションを指定する必要がある場合は、これらのオプションを構成するための追加画面が表示される可能性があります。構成ウィザードのすべての画面の詳細は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』の構成ウィザードの画面に関する項を参照してください。









4.2.2.13 管理サーバーのリスニング・アドレスの構成


「管理サーバー」画面を使用して、ホストのIPアドレスを選択します。


「リスニング・アドレス」の横にあるドロップダウン・リストを選択し、管理サーバーが存在するホストのIPアドレスを選択するか、単一のIPアドレスにマップされたシステム名またはDNS名を使用します。「すべてのローカル・アドレス」を使用しないでください。

管理サーバーにサーバー・グループは指定しないでください。



注意:

Mozilla Firefoxを使用して、Internet Protocol Version 6 (IPv6) URLにアクセスします。グローバルIPv6アドレスを入力して、ドメインを作成およびURLにアクセスする必要があります。(ローカルIPv6アドレスは使用しないでください。)











4.2.2.14 ノード・マネージャの構成


「ノード・マネージャ」画面では、構成するノード・マネージャのタイプと、そのノード・マネージャの資格証明を選択します。


ノード・マネージャのタイプには「ドメインごとのデフォルトの場所」を選択し、ノード・マネージャの資格証明を指定します。


ヒント:

この画面の詳細は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のノード・マネージャに関する項を参照してください。

ノード・マネージャ・タイプの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverノード・マネージャの管理』のノード・マネージャの概要に関する項を参照してください。










4.2.2.15 Oracle WebCenter Contentの管理対象サーバーの構成


「管理対象サーバー」画面で、新しい管理対象サーバーを作成し、構成します。

Inbound Refineryの例外を除いて、各コンポーネントのために2つの管理対象サーバーを作成します。


	「リスニング・アドレス」ドロップダウン・リストで、管理対象サーバーが存在するホストのIPアドレスを選択するか、単一のIPアドレスにマップするシステム名またはDNS名を使用します。「すべてのローカル・アドレス」は使用しないでください。
	WebCenter ContentとWebCenter Contentユーザー・インタフェースのSSL (https)接続を有効にするために、「SSLの有効化」を選択します。必要に応じて、「SSLリスニング・ポート」の値を変更します。
	「サーバー・グループ」は、表示された設定のままにします。構成ウィザードにより、正しいサーバー・グループが自動的に割り当てられます。サーバー・グループは、適切なサービスを作成中の管理対象サーバーにターゲット指定します。

サーバー・グループは、定義済アプリケーション・サービス・グループを各定義済サーバー・グループにマップすることにより、Fusion Middlewareアプリケーションおよびサービスを1つ以上のサーバーにターゲット指定します。必要に応じて、複数のサーバー・グループにアプリケーション・サービス・グループをマップできます。特定のサーバー・グループにマップするすべてのアプリケーション・サービスは、自動的にそのグループに割り当てられたすべてのサーバーにターゲット指定されます。詳細は、『Oracle Fusion Middlewareドメイン・テンプレート・リファレンス』のアプリケーション・サービス・グループ、サーバー・グループおよびアプリケーション・サービス・マッピングに関する項を参照してください。




	「追加」をクリックして、この手順を繰り返し、Inbound Refineryを除く各コンポーネントのための2番目の管理対象サーバーを作成します。たとえば、cpt_server_2。

高可用性の標準トポロジを構成する場合は、2番目の管理対象サーバーを構成する必要があります。高可用性環境を作成しない場合、この手順はオプションになります。

高可用性の標準トポロジの詳細は、『Oracle Fusion Middleware高可用性ガイド』のFusion Middlewareの標準HAトポロジの理解に関する項を参照してください。

ドメインを構成した後、高可用性の準備のための次のステップの詳細は、「高可用性のための環境の準備」を参照してください。







これらのサーバー名は、このドキュメントの残りの例および手順で引用されるため、別の名前を選択した場合は、必要に応じて読み替えてください。

[image: GUID-B057F332-11D7-4CCD-95DF-57D7DC1A0BFD-default.pngの説明が続きます]




ヒント:

この画面のオプションの詳細は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』の管理対象サーバーに関する項を参照してください。











4.2.2.16 WebCenter Contentのクラスタの構成


「クラスタ」画面を使用して、新規クラスタを作成します。


「クラスタ」画面で、次のように操作します。




	「追加」をクリックします。
	「クラスタ名」フィールドに、wcc_cluster_1を指定します。
	「クラスタ・アドレス」フィールドは、空白のままにしておきます。



前の手順を繰り返して、さらに3つのクラスタ、cpt_cluster_1、ibr_cluster_1およびwccui_cluster_1を作成します。

デフォルトでは、クラスタ内のサーバー・インスタンスは、ユニキャストを使用して相互に通信します。マルチキャストを使用するようにクラスタの通信を変更する場合は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverクラスタの管理』のユニキャストかマルチキャストかを選択する際の考慮事項に関する項を参照してください。

Fusion Middleware Controlでクラスタを作成することもできます。このケースでは、新しいクラスタを作成するときに、クラスタの通信(ユニキャストまたはマルチキャスト)を設定できます。詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプのクラスタの作成および構成に関する項を参照してください。


ヒント:

この画面の詳細は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のクラスタに関する項を参照してください。










4.2.2.17 サーバー・テンプレートの定義


高可用性設定のために動的クラスタを作成する場合は、「サーバー・テンプレート」画面を使用して、ドメインに1つ以上のサーバー・テンプレートを定義します。

ドメインの構成を続行するには、「次へ」をクリックします。



高可用性設定のために動的クラスタを作成する手順については、『Oracle Fusion Middleware高可用性ガイド』の動的クラスタの使用に関する項を参照してください。








4.2.2.18 動的サーバーの構成


高可用性設定のために動的クラスタを作成する場合は、「動的サーバー」画面を使用して動的サーバーを構成します。


動的クラスタを構成しない場合は、「次へ」をクリックしてドメインの構成を続行します。


注意:

動的クラスタを作成する場合は、「マシン名マッチング式」を割り当てた後に動的クラスタにマシンを作成する必要はありません。





高可用性設定のために動的クラスタを作成する手順については、『Oracle Fusion Middleware高可用性ガイド』の動的クラスタの使用に関する項を参照してください。








4.2.2.19 クラスタへのWebCenter Content管理対象サーバーの割当て


「サーバーのクラスタへの割当」画面を使用して、管理対象サーバーを新しい構成済クラスタに割り当てます。構成済クラスタとは、手動で構成したクラスタのことです。動的クラスタ(1つのサーバー・テンプレートに基づく1つ以上の生成済サーバー・インスタンスを含むクラスタ)を構成する場合は、この画面を使用しません。


構成済クラスタと動的クラスタの用語の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverの理解』の動的クラスタに関する項を参照してください。

「サーバーのクラスタへの割当」画面で、次の操作を実行します。




	「クラスタ」ペインで、管理対象サーバーを割り当てるクラスタを選択します。この場合、wcc_cluster_1になります。
	「サーバー」ペインで、次のいずれかを実行してwcc_server_1をwcc_cluster_1に割り当てます。

	
「wcc_server_1」をクリックして選択し、右矢印をクリックして、「クラスタ」ペインで選択したクラスタ(wcc_cluster_1)の下に移動します。


	
wcc_server_1をダブルクリックして、「クラスタ」ペインで選択したクラスタ(wcc_cluster_1)の下に移動します。







	wcc_server_2をwcc_cluster_1に割り当てるために繰り返します。


次の図は、管理対象サーバーがクラスタに割り当てられた後の「クラスタ」ペインの一般的な例を示しています。

図4-1 クラスタに割り当てられた管理対象サーバー

[image: 図4-1の説明が続きます]




ヒント:

この画面の詳細は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のサーバーのクラスタへの割当てに関する項を参照してください。











4.2.2.20 Coherenceクラスタの構成


「Coherenceクラスタ」画面を使用してCoherenceクラスタを構成します。


Coherenceクラスタのリスニング・ポートとして、デフォルトのポート番号のをそのまま使用します。構成後、Coherenceクラスタがドメインに自動的に追加されます。


注意:

ユニキャスト・リスニング・ポートを0に設定すると、管理対象サーバー・ポート番号のオフセットが作成されます。オフセットは5000で、管理対象サーバーのポート番号として割当て可能な最大許容値は65535ではなく、60535です。



Coherence構成の詳細と次の手順については、表5-2を参照してください。


注意:

Coherenceライセンス情報については、ライセンス情報のOracle Coherence製品に関する項を参照してください。











4.2.2.21 新しいWebCenter Contentマシンの作成


「マシン」画面を使用して、ドメイン内に新規マシンを作成します。ノード・マネージャがサーバーを起動および停止するには、マシンが必要です。



ヒント:

高可用性環境を作成する際に目的のトポロジで必要になるマシンのリストがわかっているときには、この項の手順を実行して、この時点ですべてのマシンを作成できます。詳細は、『Oracle Fusion Middleware高可用性ガイド』のオプションのスケール・アウト手順に関する項を参照してください。






ノード・マネージャがサーバーを起動および停止できるように新しいWebCenter Contentマシンを作成する手順:


	「マシン」タブ(Windows)または「UNIXマシン」タブ(UNIX)を選択し、「追加」をクリックして新しいマシンを作成します。
	「名前」フィールドで、wcc_machine_1などのマシン名を指定します。
	「ノード・マネージャ・リスニング・アドレス」フィールドで、管理対象サーバーを構成しているマシンのIPアドレスを選択します。

localhostではなく、特定のインタフェースを選択する必要があります。これにより、Coherenceクラスタのアドレスが動的に計算されます。




	「ノード・マネージャ・リスニング・ポート」フィールドのポート番号を確認します。
	必要に応じて、この手順を繰り返してマシンを追加します。




注意:

既存のドメインを拡張している場合は、既存のマシンにサーバーを割り当てることもできます。新しいマシンが不要な場合は、マシンを作成する必要はありません。




ヒント:

この画面の詳細は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のマシンに関する項を参照してください。











4.2.2.22 WebCenter Contentマシンへのサーバーの割当て


「サーバーのマシンへの割当」画面を使用して、作成したばかりの新しいマシンに管理サーバーと管理対象サーバーを割り当てます。


「サーバーのマシンへの割当」画面で次の操作を実行します。




	「マシン」ペインで、サーバーを割り当てるマシンを選択します。この場合、wcc_machine_1になります。
	「サーバー」ペインで、次のいずれかを実行して、AdminServerをwcc_machine_1に割り当てます。

	
「AdminServer」をクリックして選択し、右矢印をクリックして、「マシン」ペインで選択したマシン(wcc_machine_1)の下に移動します。


	
AdminServerをダブルクリックして、「マシン」ペインで選択したマシン(wcc_machine_1)の下に移動します。







	この手順を繰り返して、すべての管理対象サーバーをそれぞれのマシンに割り当てます。


次の図は、管理対象サーバーがマシンへ割り当てられた後の「マシン」ペインの一般的な例を示しています。

図4-2 マシンへの管理対象サーバーの割当て

[image: 図4-2の説明が続きます]




ヒント:

この画面の詳細は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のサーバーのマシンへの割当てに関する項を参照してください。










4.2.2.23 仮想ターゲット


WebLogic Server Multitenant (MT)環境がある場合は、「仮想ターゲット」画面を使用して、仮想ターゲットを追加または削除します。このインストールの場合(WebLogic Server MT環境ではない)、値を入力する必要はなく、「次へ」を選択するだけです。


ヒント:

この画面の詳細は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』の仮想ターゲットに関する項を参照してください。






4.2.2.24 パーティション


「パーティション」画面は、WebLogic Server Multitenant (MT)環境で仮想ターゲットのパーティションを構成する場合に使用されます。オプションを選択せずに、「次へ」を選択します。


ヒント:

この画面の詳細は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』のパーティションに関する項を参照してください。







4.2.2.25 構成の指定内容の確認とドメインの構成


「構成サマリー」画面には、これから作成するドメインの詳細な構成情報が表示されます。


画面上の各項目を検討し、情報が正しいことを確認します。変更するには、「戻る」ボタンをクリックするか、ナビゲーション・ペインの画面を選択していずれかの画面に戻ります。ドメインの作成は、「作成」をクリックするまで開始されません。


ヒント:

この画面の詳細は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成』の構成のサマリーに関する項を参照してください。











4.2.2.26 ドメイン・ホームと管理サーバーURLの記録


「構成の終了」画面に、構成したばかりのドメインの情報が表示されます。


後で必要になるので、次の項目を書きとめます。

	
ドメインの場所


	
管理サーバーURL




ドメインの場所はノード・マネージャおよび管理サーバーを起動するスクリプトにアクセスするため、URLは管理サーバーにアクセスするために必要です。

「終了」をクリックして、構成ウィザードを閉じます。













4.3 サーバーの起動


構成の完了後、ノード・マネージャを起動してから、WebLogic管理サーバーと管理対象サーバーを起動します。


注意:

ドメインの管理に使用できるその他のツールの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion Middleware管理ツールの概要に関する項を参照してください。






	ノード・マネージャの起動

	管理サーバーの起動

	管理対象サーバーの起動

	Oracle WebCenter Content管理対象サーバーの場所(URL)

管理対象サーバーを起動した後、このトピックを使用して、Oracle WebCenter Content管理対象サーバーの場所を参照します。






4.3.1 ノード・マネージャの起動



ドメインごとにノード・マネージャを起動するには、次の手順を実行します。
	
DOMAIN_HOME/binディレクトリに移動します。


	
次のコマンドを入力します。

	
(UNIX) nohupとnm.outをサンプル出力ファイルとして使用して、次のようにします。


nohup ./startNodeManager.sh > LOG_DIR/nm.out&


ここで、LOG_DIRは、ログ・ファイルを格納するディレクトリの場所になります。


	
(Windows) startNodeManager.cmd


注意:

Windowsオペレーティング・システムでは、ノード・マネージャをスタートアップ・サービスとして、ノード・マネージャを構成することをお薦めします。これによって、システムが再起動されるたびに、ノード・マネージャが自動で起動されます。

『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverノード・マネージャの管理』の起動サービスとしてのノード・マネージャの実行に関する項を参照してください。



















4.3.2 管理サーバーの起動



管理サーバーを起動するには、次の手順を実行します。
	
DOMAIN_HOME/binディレクトリに移動します。


	
次のコマンドを入力します。

	
(UNIX)

./startWebLogic.sh
	
(Windows)

startWebLogic.cmd







「ドメイン・モードおよびJDK」画面で「本番モード」を選択した場合、「管理者アカウント」画面に表示されたように、管理者ユーザーのログイン資格証明のプロンプトが表示されます。


ヒント:

管理サーバーの起動の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの管理』の管理サーバーの起動と停止に関する項を参照してください。

本番モードでは、起動アイデンティティ・ファイルを作成することで、管理サーバーの起動時に必要なユーザー名とパスワードの指定を省略できます。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』の管理サーバー用の起動アイデンティティ・ファイルの作成に関する項を参照してください。



管理サーバー・コンソールにアクセスすることで、管理サーバーが稼働中であることを確認できます。URLは「構成の終了」画面に指定されます(http://administration_server_host:administration_server_port/console)。デフォルトの管理サーバーのポート番号は7001です。


注意:

製品スキーマをホストしているデータベースが稼働中であり、管理サーバーからアクセスできることを確認してください。



管理コンソールの使用方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle WebLogic Server管理コンソールの使用のスタート・ガイドに関する項を参照してください。









4.3.3 管理対象サーバーの起動



管理サーバーを起動するには:




	Oracle Fusion Middleware Controlにログインします。


http://administration_server_host:administration_server_port/em


管理サーバーのホストおよびポート番号は「構成の終了」画面のURLにありました(「ドメイン・ホームと管理サーバーURLの記録」)。デフォルトの管理サーバーのポート番号は7001です。

ログイン資格証明は「管理者アカウントの構成」の「管理者アカウント」画面で指定されました。




	Enterprise Managerランディング・ページに、このドメインのために構成されたサーバーの一覧と、それらのステータス(実行中または停止など)が表示されます。新しいドメイン構成では、AdminServer(admin)のみが実行中です。

最初の管理対象サーバーを選択します。




	「WebLogic Server」メニューの横にある「起動」を選択します。
	手順3と4を繰り返してすべての管理対象サーバーを起動します。
	メインのランディング・ページで、すべての管理対象サーバーが稼働中であることを確認します。







4.3.4 Oracle WebCenter Content管理対象サーバーの場所(URL)


管理対象サーバーを起動した後、このトピックを使用して、Oracle WebCenter Content管理対象サーバーの場所を参照します。


	サーバー	URL
	
WebCenter Content

	
http://hostname:wcc-server-port/cs

例: http://host1:16200/cs


	
WebCenter Contentユーザー・インタフェース

	
http://hostname:wccui-server-port/wcc

例: http://host1:16225/wcc


	
Inbound Refinery

	
http://hostname:ibr-server-port/ibr

例: http://host1:16250/ibr


	
Capture

	
http://hostname:cpt-server-port/

例: http://host1:7004/cpt













4.4 構成の確認


すべての構成手順の完了後、ドメインが適切に構成されていることを確認する追加手順を実行できます。


ドメインが適切に構成されていることを確認するには、「追加ドメイン構成タスクの実行」を参照してください。








4.5 Inbound Refineryの設定の構成(単一ノード)


Inbound Refinery管理対象サーバーを起動したら、インストール後の構成画面で設定を構成します。ほとんどの場合、デフォルト設定をそのまま使用できます。

この設定を構成するには次を実行してください。


	次のURLからInbound Refineryのインストール後の構成画面にアクセスします。


http://managedServerHost:managedServerPort/ibr/




	設定を確認します。各フィールドの詳細は、「Inbound Refineryの構成ページ」を参照してください。
	「送信」をクリックします。
	WebLogic Server管理コンソールを使用して、Inbound Refinery管理対象サーバーを再起動します。





	Inbound Refineryの構成ページ

Inbound Refinery構成ページの説明を使用して、「Inbound Refineryの設定の構成(単一ノード)」の構成手順を完了します。





4.5.1 Inbound Refineryの構成ページ


Inbound Refinery構成ページの説明を使用して、「Inbound Refineryの設定の構成(単一ノード)」の構成手順を完了します。


次の表は、Inbound Refinery構成ページのフィールドの説明です。


	フィールド	説明
	Inbound Refineryのインスタンス・フォルダ	Inbound RefineryのOracleインスタンス・ディレクトリへの絶対パス。デフォルトはDomainHome/ucm/です。Inbound RefineryのデフォルトのOracleインスタンス・ディレクトリは、ORACLE_HOME/user_projects/domains/DomainHome/ucm/ibrです。コンテンツ・サーバー・インスタンスのフォルダ階層内の最上位のフォルダはibrです。
Oracleインスタンス・ディレクトリへのパスは、Inbound RefineryインスタンスのIntradocDir変数の値です。このディレクトリ・パスは、この管理対象サーバーまたはノードに固有のものにすることをお薦めします。アップグレードする可能性があるインストールの場合は、Oracleインスタンス・ディレクトリの場所をOracle WebLogic Serverのドメイン・ディレクトリとインストール・ディレクトリ以外のディレクトリに変更することをお薦めします。


	ネイティブ・ファイル・リポジトリの場所	変換ジョブを処理の間格納するディレクトリ。ジョブを変換して、Content Serverがそれを選択したら、このディレクトリからは削除されます。このパスを変更する必要はありません。
	Webレイアウト・フォルダ	Inbound Refinery WebインタフェースのURL。このパスを変更する必要はありません。
	開始メニュー・アクションの登録	開始メニュー・アクションを登録するかどうか。
	サーバーのソケット・ポート	最上位レベルのサービスを呼び出すためのポートの番号。
Inbound Refineryから元のContent Serverへプロバイダを設定し直すために、デフォルトをそのままにしておくことができます。

「サーバーのソケット・ポート」値5555、または未使用のポート番号に変更します。
このフィールドの値を変更すると、ORACLE_HOME/user_projects/domains/DomainHome/ucm/ibr/config/config.cfgのIntradocServerPortエントリも変更されます。


注意:

Inbound Refineryを使用するには、「サーバーのソケット・ポート」を正しく設定する必要があります。


注意:

ノード・マネージャおよびInbound Refineryにおけるデフォルトのポート番号は5555です。同じサーバー上で両方が実行される場合、ノード・マネージャまたはInbound Refineryに異なるポート番号を構成する必要があります。


	受信ソケット接続アドレス・セキュリティ・フィルタ	
Inbound Refineryによるアクセスを、指定のIPアドレスを持つ1台以上のコンピュータに制限します。

コンテンツ・サーバーからのアクセスを有効にするには、このフィールドに値を入力します。例:

127.0.0.1|0:0:0:0:0:0:0:1|your.server.IP.address
この値は、Inbound RefineryのIPアドレスではなく、Inbound Refineryにジョブを送信するコンテンツ・サーバー・インスタンス(単数または複数)のIPアドレスです。(テストまたはデモ環境では、これらのIPアドレスは同じである場合があります。)

このフィールドでは、「10.*.*.*」のようにワイルドカードを使用できます。この値は、DomainHome/ucm/ibr/config/config.cfgでSocketHostAddressSecurityFilterを設定し、Inbound Refineryを再起動すれば変更できます。


注意:

Inbound Refineryを使用するには、「受信ソケット接続アドレス・セキュリティ・フィルタ」値を正しく設定する必要があります。


	WebサーバーのHTTP/HTTPSアドレス	Webサーバーの名前。(HttpServerAddressプロパティ)。
	WebAddress Is HTTPS	SSLが有効になっているサーバーの場合、WebサーバーのURLがHTTPSで始まるかどうかを示します。
	Inbound RefineryのURL接頭辞	Inbound Refineryインスタンスの相対URL。
	コンテンツ・サーバーのインスタンス名	Inbound Refineryインスタンス名。
	コンテンツ・サーバーのインスタンス・ラベル	Inbound Refineryに表示されるインスタンス名。
	サービス・インスタンスの説明	Inbound Refineryインスタンスの説明













4.6 WebCenter Content設定の構成


Content Serverのインストール後構成のページのWebCenter Content構成を完了する必要があります。

管理対象サーバーに初めてログインすると(http://managedServerHost:managedServerPort/cs)、WebCenter Contentの構成ページが表示されます。

注意:

ドメイン管理者がWebCenter Content 管理対象サーバーに最初にログインするユーザーでないと、構成を完了できません。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Contentの管理』を参照してください

WebCenter Contentの構成を完了する手順は、次のとおりです。




	管理サーバーを起動します。「管理サーバーの起動」を参照してください。
	WebCenter Content管理対象サーバーを起動します。「管理対象サーバーの起動」を参照してください。
	Content Serverのインストール後のページに移動します(http://managedServerHost:16200/cs/)。
	変更する構成値を入力または編集します。
「全文検索オプション」フィールドで、全文検索エンジンを選択できます。空白のままにすると、システムはメタデータのみとして設定されます。


	Inbound Refineryからのアクセスを有効化するには、「受信ソケット接続アドレス・セキュリティ・フィルタ」に値を入力します。例:
127.0.0.1|your.server.IP.address|0:0:0:0:0:0:0:1|


このフィールドでは、「10.*.*.*」のようにワイルドカードを使用できます。この値を後で変更するには、DomainHome/ucm/cs/config/config.cfgのSocketHostAddressSecurityFilterを設定し、WebCenter Content管理対象サーバーを再起動します。

Oracle WSMセキュリティの場合は、SocketHostAddressSecurityFilterの値を次のように設定する必要があります。


SocketHostAddressSecurityFilter=*.*.*.*|0:0:0:0:0:0:0:1




	「サーバーのソケット・ポート」設定が4444であることを確認します。管理対象サーバー構成ファイルには、この値がIntradocServerPort=4444として格納されます。
	「送信」をクリックします。
	WebCenter Content管理対象サーバーを再起動します。「管理対象サーバーの起動」を参照してください。





	WebCenter Contentの構成ページ

WebCenter Contentの構成を完了するにはWebCenter Content構成ページの各フィールドに値を入力するか、確認します。





4.6.1 WebCenter Contentの構成ページ


WebCenter Contentの構成を完了するにはWebCenter Content構成ページの各フィールドに値を入力するか、確認します。


「WebCenter Contentの設定の構成」の手順を完了する際に、これらのフィールドの説明を使用できます。


	フィールド	説明
	コンテンツ・サーバーのインスタンス・フォルダ	WebCenter ContentのOracleインスタンス・ディレクトリへの絶対パス。デフォルトはDomainHome/ucm/です。Inbound RefineryのデフォルトのOracleインスタンス・ディレクトリは、ORACLE_HOME/user_projects/domains/DomainHome/ucm/csです。コンテンツ・サーバー・インスタンスのフォルダ階層内の最上位のフォルダはcsです。
Oracleインスタンス・ディレクトリへのパスは、WebCenter ContentインスタンスのIntradocDir変数の値です。このディレクトリ・パスは、この管理対象サーバーまたはノードに固有のものにすることをお薦めします。アップグレードする可能性があるインストールの場合は、Oracleインスタンス・ディレクトリの場所をOracle WebLogic Serverのドメイン・ディレクトリとインストール・ディレクトリ以外のディレクトリに変更することをお薦めします。


	ネイティブ・ファイル・リポジトリの場所	WebCenter Contentにチェックインされるネイティブ・コンテンツを格納するボールト・ディレクトリのパス。
	Webレイアウト・フォルダ	ネイティブ・ファイルおよび代替ファイルのWeb表示可能レンディションを格納するためのWebレイアウト・ディレクトリへのパス。
	開始メニュー・アクションの登録	開始メニュー・アクションを登録するかどうか。
	コンテンツ・サーバーの新規インスタンス	WebCenter Contentインスタンスが新規かどうか。
	サーバーのソケット・ポート	最上位レベルのサービスを呼び出すためのポートの番号。デフォルト: 5555
Inbound Refineryから元のContent Serverへプロバイダを設定し直すために、デフォルトをそのままにしておくことができます。

このフィールドの値を変更すると、DOMAIN_HOME/ucm/ibr/config/config.cfgのIntradocServerPortエントリも変更されます。


	受信ソケット接続アドレス・セキュリティ・フィルタ	
指定したIPアドレスのコンピュータへのWebCenter Contentアクセスを制限します。

このフィールドのデフォルト値は、ローカル・ホストのIPアドレスです(127.0.0.1など)。

パイプ( | )で区切って、複数のIPアドレスを指定できます。パイプ文字の両側には空白を入れないでください例:

127.0.0.1|0:0:0:0:0:0:0:1|your.server.IP.address
このフィールドではワイルドカードを使用できます。0個以上の文字には*、任意の1文字には?を使用します。(例: 10.10.3.*)

通常、「IPアドレス・フィルタ」フィールドのみ(一般的)、または「ホスト名フィルタ」フィールドを使用し、両方は使用しません。


	WebサーバーのHTTP/HTTPSアドレス	Webサーバーの名前。(HttpServerAddressプロパティ)。
	WebAddress Is HTTPS	SSLが有効になっているサーバーの場合、WebサーバーのURLがHTTPSで始まるかどうかを示します。
	Inbound RefineryのURL接頭辞	Inbound Refineryインスタンスの相対URL。
	コンテンツ・サーバーのインスタンス名	Inbound Refineryインスタンス名。
	コンテンツ・サーバーのインスタンス・ラベル	Inbound Refineryに表示されるインスタンス名。
	サービス・インスタンスの説明	Inbound Refineryインスタンスの説明
	自動採番が有効	WebCenter Contentインスタンスの自動採番が有効かどうか。
	自動採番接頭辞	複数のWebCenter Contentインスタンス間での競合を避けるための、WebCenter Contentインスタンス番号の一意の接頭辞(「自動採番接頭辞」システム・プロパティ)。
	全文検索オプション	全文検索の検索エンジン:
なし: Oracle Content Serverインスタンスによって、検索エンジンとしてDATABASE.METADATAが使用されます。

内部: Oracle Databaseを使用する場合、WebCenter Contentインスタンスでは、OracleTextSearchがシステム・データベースとともに使用されます。Microsoft SQL Serverを使用する場合、DATABASE.FULLTEXTが使用されます。

外部: Oracle Content Serverインスタンスによって、OracleTextSearchがOracle Database (システム・データベースではない)の外部プロバイダとともに使用されます。このオプションを選択する場合は、「外部データ・ソース」フィールドにデータ・ソース名を入力する必要があります。


	外部データ・ソース	データ・ソースの名前。Repository Creation Utility (RCU)で作成したOCSSEARCHスキーマを使用してOracle WebLogic Serverに作成し、管理対象サーバーにターゲット指定する必要があります。


















5 ドメイン構成後の次の手順


製品ドメインの構成後、実行が必要となる可能性がある追加のタスクがあります。




	基本的な管理タスクの実行

新しいドメインを構成した後、そのドメインで実行することが推奨されるいくつかの管理タスクがあります。
	追加ドメイン構成タスクの実行

新しいドメインで実行する追加の構成タスクを確認します。
	高可用性向けの環境の準備

高可用性のためにスケール・アウトするには、追加の手順が必要です。
	追加ノードのWebCenter Contentユーザー・インタフェースの構成

1つのノードにWebCenter Contentユーザー・インタフェースをインストールする場合、構成は完了しています。ただし、WebCenter Contentユーザー・インタフェースを2番目のノードにスケール・アウトする場合(たとえば、高可用性またはエンタープライズ・デプロイメント・トポロジなど)、追加の構成手順を完了する必要があります。
	WebCenter Contentユーザー・インタフェースのサーバー・ソケット・ポートの設定

WebCenter Contentユーザー・インタフェースをスケール・アウトする場合は、サーバー・ソケット・ポートを変更する必要があります。
	WebCenter Contentユーザー・インタフェースの設定の構成

WLSTまたはFusion Middleware ControlでWebCenter Contentユーザー・インタフェースの接続および構成を設定します。





5.1 基本的な管理タスクの実行


新しいドメインを構成した後、そのドメインで実行することが推奨されるいくつかの管理タスクがあります。


次の表は、新しいドメインで実行する一般的な管理タスクを示しています。





表5-1 新規ドメイン用の基本的な管理タスク

	タスク	説明	参照先
	
Fusion Middleware管理ツールについての学習

	
環境を管理するために使用できる様々なツールを理解します。

	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion Middlewareの管理ツールの概要に関する項を参照してください。


	
製品およびサーバーの起動と停止

	
Oracle Fusion Middleware(管理サーバー、管理対象サーバー、コンポーネントを含む)起動と停止の方法について学習します。

	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion Middlewareの起動と停止に関する項を参照してください。


	
Secure Sockets Layer (SSL)の構成

	
Oracle Fusion Middlewareコンポーネント間のSSLを使用したセキュアな通信の設定方法について学習します。

	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion MiddlewareでのSSLの構成に関する項を参照してください。


	
Oracle Fusion Middlewareのモニタリング

	
Oracle Fusion Middlewareコンポーネントのステータスを追跡する方法を学習します。

	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion Middlewareのモニタリングに関する項を参照してください。


	
バックアップとリカバリの手順の理解

	
Oracle Fusion Middlewareの推奨されるバックアップとリカバリの手順について学習します。

	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの管理』のバックアップとリカバリの概要に関する項を参照してください。












5.2 追加ドメイン構成タスクの実行


新しいドメインで実行する追加の構成タスクを確認します。


表5-2 追加ドメイン構成タスク

	タスク	説明	参照先
	
アプリケーションのデプロイ

	
アプリケーションをOracle Fusion Middlewareにデプロイする方法を学習します。

	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの管理』のアプリケーションのデプロイに関する項を参照してください。


	
ドメインへのWeb層のフロントエンドの追加

	
OracleのWeb層でWebページ(静的と動的)をホストし、組込みのクラスタ、ロード・バランシングおよびフェイルオーバーの機能とともにセキュリティと高パフォーマンスを実現します。特にWeb層にはOracle HTTP Serverが含まれます。

	
WebLogic ServerドメインにOracle HTTP Serverをインストールおよび構成するには、『Oracle Fusion Middleware Oracle HTTP Serverのインストールと構成』のWebLogic ServerドメインにおけるOracle HTTP Serverの構成に関する項を参照してください。

重要な情報について、「同じドメインへの複数の製品のインストール」も参照してください。


	
トポロジに対するCoherenceのチューニングと構成

	
標準インストール・トポロジには、記憶域が有効な管理対象Coherenceサーバーが含まれるCoherenceクラスタがあります。この構成はCoherenceの使用には適切な出発点ですが、特定の要件によっては、本番環境でのパフォーマンスを向上させるためにCoherenceをチューニングして再構成することを検討してください。

	
Coherenceクラスタの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverクラスタの管理』のCoherenceクラスタの構成と管理に関する項を参照してください。

Coherenceのチューニングの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Coherenceの管理のパフォーマンス・チューニングに関する項を参照してください。

CoherenceでのHTTPセッション・データの格納の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Coherenceの管理』のWebLogicサーバーでのCoherence*Webの使用に関する項を参照してください。

Coherenceアプリケーションの作成とデプロイの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server Oracle Coherenceアプリケーションの開発』のスタート・ガイドに関する項を参照してください。












5.3 高可用性向けの環境の準備


高可用性のためにスケール・アウトするには、追加の手順が必要です。


表5-3には、ご使用の標準的なインストール環境を可用性が高まるようにスケールアウトする場合に、実行するタスクの一覧が示されています。





表5-3 可用性の高い環境の準備に必要なタスク

	タスク	説明	参照先
	
複数のホスト・コンピュータへのスケール・アウト

	
高可用性を有効にするには、他のホストコンピュータへのフェイルオーバーの機能を実現することが重要です。これにより、あるコンピュータが停止しても、環境はデプロイ済アプリケーションのコンシューマに、サービス提供を続けることができます。

	
『Oracle Fusion Middleware高可用性ガイド』のトポロジのスケール・アウト(マシンのスケール・アウト)に関する項を参照してください。


	
Web層コンポーネントの高可用性の構成

	
Web層フロントエンドを追加する場合は、WebLogic Serverソフトウェアと同様にWeb層を高可用性構成にする必要があります。

	
『Oracle Fusion Middleware高可用性ガイド』のWeb層コンポーネントの高可用性の構成に関する項を参照してください。


	
フロントエンドのロード・バランサの設定

	
ロード・バランサを使用してリクエストをより均等にサーバーに分散させることができます。

	
『Oracle Fusion Middleware高可用性ガイド』の高可用性環境でのサーバーのロード・バランシングに関する項およびロード・バランサの仮想サーバー名およびポートの構成に関する項を参照してください。


	
ノード・マネージャの構成

	
ノード・マネージャを使用して、リモート位置から管理サーバー・インスタンスと管理対象サーバー・インスタンスを起動、シャットダウンおよび再起動できます。このドキュメントは、ドメインごとにノード・マネージャが構成されていることを前提としています。ノード・マネージャの高度な構成オプションおよび機能の詳細は、ノード・マネージャのドキュメントを参照してください。

	
『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverノード・マネージャの管理』のノード・マネージャの拡張構成に関する項を参照してください。











5.4 追加ノードのWebCenter Contentユーザー・インタフェースの構成


1つのノードにWebCenter Contentユーザー・インタフェースをインストールする場合、構成は完了しています。ただし、WebCenter Contentユーザー・インタフェースを2番目のノードにスケール・アウトする場合(たとえば、高可用性またはエンタープライズ・デプロイメント・トポロジなど)、追加の構成手順を完了する必要があります。

追加ノードでWebCenter Contentユーザー・インタフェースを実行するには、次を行う必要があります。



	
WebCenter Contentユーザー・インタフェースコンポーネントの有効化。


	
サーバー・ソケット・ポート4444の設定。







WebCenter Contentユーザー・インタフェースコンポーネントを有効にする手順:


	WebCenter ContentにWebCenter Content管理者としてログインします。
	「管理」トレイまたはメニューから、「管理サーバー」→「コンポーネント・マネージャ」を選択します。
	「コンポーネント・マネージャ」ページで、「すべてのコンポーネント」の下の3つのコンポーネントすべてを選択します。
	AutoSuggestConfig
	DynamicConverter
	FrameworkFolders



	「更新」をクリックし、コンポーネントを有効にすることを確認するために「OK」をクリックします。
	WebCenter Contentを再起動します。『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの管理』の管理対象サーバーの起動と停止に関する項を参照してください。


「WebCenter Contentユーザー・インタフェースのサーバー・ソケット・ポートの設定」トピックに進みます。






5.5 WebCenter Contentユーザー・インタフェースのサーバー・ソケット・ポートの設定


WebCenter Contentユーザー・インタフェースをスケール・アウトする場合は、サーバー・ソケット・ポートを変更する必要があります。

サーバーのソケット・ポートを変更する手順:


	WCC_DOMAIN/ucm/cs/config/config.cfgを開きます。
	IntradocServerPortを4444に設定します。
IntradocServerPort=4444









5.6 WebCenter Contentユーザー・インタフェースの設定の構成


WLSTまたはFusion Middleware ControlでWebCenter Contentユーザー・インタフェースの接続および構成を設定します。






	WLSTでの接続属性の設定

displayRIDCConnectionおよびupdateRIDCConnection WLSTコマンドを使用して、接続プロパティを読取りおよび更新できます。
	Fusion Middleware Controlでの接続属性の設定

WLSTを使用するかわりに、Fusion Middleware ControlシステムMBeanブラウザで、WebCenter Contentユーザー・インタフェース管理対象サーバーの接続属性を設定できます。
	WLSTでの構成属性の設定

WLSTコマンドdisplayWccAdfConfigおよびupdateWccAdfConfigを使用して、WebCenter Contentユーザー・インタフェースの構成パラメータを読取りおよび更新できます。
	Fusion Middleware Controlでの構成属性の設定

WLSTを使用するかわりに、Fusion Middleware ControlシステムMBeanブラウザで、WebCenter Contentユーザー・インタフェース管理対象サーバーの構成(WccAdfConfiguration)属性を設定できます。





5.6.1 WLSTでの接続属性の設定


displayRIDCConnectionおよびupdateRIDCConnection WLSTコマンドを使用して、接続プロパティを読取りおよび更新できます。

たとえば、WebCenter Contentユーザー・インタフェース管理対象サーバーへのRIDC接続を更新する手順は、次のとおりです。


	ORACLE_HOME/oracle_common/common/bin/wlst.shからWLSTを実行します。
	wls:/offline> connect()を入力して、ユーザー名とパスワードをプロンプトで入力します。
	管理対象サーバーURLを入力します(例: t3://localhost:16225)。
	WebCenter Contentユーザー・インタフェース管理対象サーバーへのRIDC接続を更新します。例:
wls:/mydomain/serverConfig>updateRIDCConnection('Oracle WebCenter Content - Web UI','WccAdfServerConnection',connUrl='idc://contentserver_host:intradoc_port',credUsername='ucm_admin_user')


	管理対象サーバーを再起動します。







5.6.2 Fusion Middleware Controlでの接続属性の設定


WLSTを使用するかわりに、Fusion Middleware ControlシステムMBeanブラウザで、WebCenter Contentユーザー・インタフェース管理対象サーバーの接続属性を設定できます。

Fusion Middleware Controlを使用して接続属性を設定する手順:


	WebCenter Contentユーザー・インタフェース管理対象サーバーのFusion Middleware Controlにログインします。
	左側のナビゲーション・ツリーで「WebLogicドメイン」、WebCenter Contentユーザー・インタフェース・ドメインのフォルダ、クラスタ名の順に展開し、管理対象サーバーの名前をクリックします。
	管理対象サーバー・ページの最上部にある「WebLogicドメイン」ドロップダウン・メニューから「システムMBeanブラウザ」を選択します。
	システムMBeanブラウザのナビゲーション・ツリーで、WccAdfServerConnection MBeanに移動します。これを行うには、「アプリケーション定義のMBeans」→「oracle.adf.share.connections」→「サーバー: WCCADF_server1」→「アプリケーション: Oracle WebCenter Content – Web UI」の順に展開します。Mbean ADFConnectionsを展開し、フォルダWccConnectionを展開します。
	フォルダを開くかわりに、接続名WccAdfServerConnectionをMBeanフィルタ検索に入力できます。



	MBean WccAdfServerConnectionをクリックします。
	「属性」タブで、PropConnectionURLを選択します。URLを入力してRIDC接続を設定します。「適用」(右上)をクリックします
PropConnectionSocketTimeout属性を空白のままにした場合、デフォルト(60秒)が、RIDC Connection Socket Timeoutの値になります。この値は、注釈を組み込みながらTIFFまたはPDFドキュメントに変換される大きなファイルをダウンロードする場合、問題になることがあります。大きなファイルを使用する場合、この属性をより大きな値に設定できます。


	ADFConnectionsページに戻ります(「アプリケーション定義のMBean」→「oracle.adf.share.connections」→「サーバー: WCCADF_server1」→「アプリケーション: Oracle WebCenter Content – Web UI」→ADFConnections)。
	「操作」タブで、「保存」をクリックします。次に、「起動」をクリックします。
	WebCenter Contentユーザー・インタフェース管理対象サーバーを再起動します。







5.6.3 WLSTでの構成属性の設定


WLSTコマンドdisplayWccAdfConfigおよびupdateWccAdfConfigを使用して、WebCenter Content User Interface構成パラメータを読取りおよび更新できます。

たとえば、updateWccAdfConfigを使用してアプリケーションのURLを更新する手順は、次のとおりです。


	ORACLE_HOME/oracle_common/common/bin/wlst.shからWLSTを実行します。
	wls:/offline> connect()を入力して、ユーザー名とパスワードをプロンプトで入力します。
	管理対象サーバーURLを入力します(例: t3://localhost:16225)。
	WebCenter Contentユーザー・インタフェース管理対象サーバーを更新します。例:
wls:/mydomain/serverConfig>updateWccAdfConfig('Oracle WebCenter Content - Web UI',applicationUrl='idc://contentserver_host:intradoc_port')


	WebCenter Contentユーザー・インタフェース管理対象サーバーを再起動します。







5.6.4 Fusion Middleware Controlでの構成属性の設定


WLSTを使用するかわりに、Fusion Middleware ControlシステムMBeanブラウザで、WebCenter Contentユーザー・インタフェース管理対象サーバーの構成(WccAdfConfiguration)属性を設定できます。

たとえば、WebCenter Content User InterfaceアプリケーションURLを設定する手順は、次のとおりです。


	WebCenter Contentユーザー・インタフェース管理対象サーバーのFusion Middleware Controlにログインします。
	左側のナビゲーション・ツリーで「WebLogicドメイン」、WebCenter Contentユーザー・インタフェース・ドメインのフォルダ、クラスタ名の順に展開し、管理対象サーバーの名前をクリックします。
	管理対象サーバー・ページの最上部にある「WebLogicドメイン」ドロップダウン・メニューから「システムMBeanブラウザ」を選択します。
	システムMBeanブラウザのナビゲーション・ツリーで、WccAdfConfiguration MBeanに移動します。これを行うには、「アプリケーション定義のMBeans」→「oracle.adf.share.config」→「サーバー: WCCADF_server1」→「アプリケーション: Oracle WebCenter Content – Web UI」の順に展開します。フォルダADFConfig、Mbean ADFConfigを展開して、フォルダADFConfigを展開します。
	一連のフォルダを開いてMBeanを検索するかわりに、接続名WccAdfConfigurationをMBeanフィルタ検索に入力できます。



	MBean WccAdfConfigurationをクリックします。
	「属性」タブで、ApplicationUrlを選択します。「値」フィールドに、ベース・アプリケーションURLを入力します。例: https://wcc.example.com:16225。「適用」(右上)をクリックします
	ADFConfig MBeanページに戻ります(「アプリケーション定義のMBean」→「oracle.adf.share.connections」→「サーバー: WCCADF_server1」→「アプリケーション: Application: Oracle WebCenter Content – Web UI」→ADFConfig)。
	「操作」タブで、「起動」をクリックします。
	WebCenter Contentユーザー・インタフェース管理対象サーバーを再起動します。














6 Oracle WebCenter Contentのアンインストールまたは再インストール


Oracle WebCenter Contentを削除または再インストールするには、この項の手順に従ってください。

ソフトウェアを削除するときは、この項で説明する手順に必ず従うことをお薦めします。ソフトウェアを手動で削除しようとすると、後でソフトウェアを再インストールするときに問題が発生する場合があります。この項の手順を実行すると、ソフトウェアを正しく削除できます。




	製品のアンインストールについて

Oracle Fusion Middlewareアンインストーラは、Oracleホーム・ディレクトリからこのソフトウェアを削除します。
	Oracle Fusion Middlewareの停止

アンインストーラを実行する前に、削除するOracleホームに関連付けられたすべてのサーバーおよびプロセスを停止することをお薦めします。
	データベース・スキーマの削除

Oracleホームを削除する前に、リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を実行して、このドメインに関連付けられたデータベース・スキーマを削除することをお薦めします。
	ソフトウェアのアンインストール

この項の手順に従って製品のアンインストーラを起動し、ソフトウェアを削除します。
	Oracleホーム・ディレクトリの手動削除

ソフトウェアをアンインストールした後、アンインストーラで削除されなかったOracleホーム・ディレクトリとすべての既存のサブディレクトリを手動で削除する必要があります。
	Windowsオペレーティング・システムのプログラム・ショートカットの削除

Windowsオペレーティング・システムの場合は、プログラムのショートカットも手動で削除する必要があります(アンインストーラでは削除されません)。
	ドメインとアプリケーション・データの削除

ソフトウェアをアンインストールした後で、ドメインとアプリケーション・データを削除する必要があります。
	ソフトウェアの再インストール

この項の手順に従ってソフトウェアをアンインストールし、手動でOracleホーム・ディレクトリを削除した場合にのみ、前回のインストールと同じOracleホームにソフトウェアを再インストールできます。






6.1 製品のアンインストールについて


Oracle Fusion Middlewareアンインストーラは、Oracleホーム・ディレクトリから、このソフトウェアを削除します。

次の表は、アンインストール・タスクについてまとめています。


表6-1 製品のアンインストールのロードマップ

	タスク	説明	ドキュメント
	
Oracle Fusion Middlewareの停止

	
アンインストーラ実行前に、ドメインにあるすべてのサーバーとプロセスが停止している必要があります。

	
「Oracle Fusion Middlewareの停止」を参照。


	
データベース・スキーマの削除

	
Repository Creation Utilityを実行してデータベース・スキーマを削除します。

	
「データベース・スキーマの削除」を参照。


	
ソフトウェアの削除

	
製品のアンインストーラを実行し、Oracle Fusion Middleware Infrastructureを削除します。

Oracleホームに複数の製品が含まれている場合は、アンインストーラを複数回(製品ごとに1回)実行する必要があります。

	
詳細は、「ソフトウェアのアンインストール」を参照してください。


	
Oracleホーム・ディレクトリの削除

	
アンインストーラでは、すべてのファイルとフォルダがOracleホーム・ディレクトリから削除されません。アンインストーラが終了した後、手動でOracleホームを削除して、製品の削除を完了させる必要があります。

	
「Oracleホーム・ディレクトリの手動削除」を参照。


	
ドメインおよびアプリケーション・データの削除

	
アンインストーラがOracleホーム内にある場合でも、ドメイン・ホーム・ディレクトリまたはアプリケーション・ホーム・ディレクトリに含まれるデータは削除されません。これらのディレクトリは手動で削除する必要があります。

	
「ドメインとアプリケーション・データの削除」を参照してください。












6.2 Oracle Fusion Middlewareの停止


アンインストーラを実行する前に、削除するOracleホームに関連付けられたすべてのサーバーおよびプロセスを停止することをお薦めします。


詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion Middleware環境の停止に関する項を参照してください。









6.3 データベース・スキーマの削除


Oracleホームを削除する前に、リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を実行して、このドメインに関連付けられたデータベース・スキーマを削除することをお薦めします。


各ドメインには、カスタム接頭辞によって一意に識別される独自のスキーマ・セットがあります。カスタム接頭辞の詳細は、Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成のカスタム接頭辞に関する項を参照してください。このスキーマ・セットを他のドメインと共有することはできません。詳細は、『Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』のスキーマ作成の計画に関する項を参照してください。

データベースに複数のスキーマのセットがある場合は、削除するドメインに関連付けられたスキーマの接頭辞を特定してください。

スキーマの削除手順については、『Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』のスキーマの削除に関する項を参照してください。









6.4 ソフトウェアのアンインストール


この項の手順に従って製品のアンインストーラを起動し、ソフトウェアを削除します。


サイレント(コマンドライン)のアンインストールを実行するには、『Oracle Fusion Middleware Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』のサイレント・アンインストールでのOracle Universal Installerの実行に関する項を参照してください。






	アンインストール・プログラムの起動

	アンインストールする製品の選択

	アンインストール画面へのナビゲート







6.4.1 アンインストール・プログラムの起動



アンインストーラを起動する手順は次のとおりです。





	
UNIXの場合

コマンドラインで次のコマンドを入力します。


cd ORACLE_HOME/oui/bin
./deinstall.sh


	
Windowsの場合

次のいずれかの操作を行います。

	
ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用して、ORACLE_HOME\oui\binディレクトリに移動し、deinstall.cmdをダブルクリックします。


	
コマンド・プロンプトを開き、次のコマンドを入力します。


cd %ORACLE_HOME%\oui\bin
deinstall.cmd


	
「スタート」メニューから「すべてのプログラム」→「Oracle」→「OracleHome」→「Uninstall Oracle Software」を選択します。















6.4.2 アンインストールする製品の選択



Oracleホームには複数の製品が存在するため、正しい製品をアンインストールしていることを確認します。

アンインストーラを実行した後、「アンインストールする配布」画面が表示されます。ドロップダウン・リストから「WebCenter Content 12.2.1.2.0」を選択し、「アンインストール」をクリックします。「アンインストール画面のナビゲート」に記載されている画面が表示されます。


注意:

アンインストール・ウィザードを再度実行することにより、Oracle WebCenter Contentソフトウェアをアンインストールした後にOracle Fusion Middleware Infrastructureをアンインストールできます。Infrastructureが削除されると、Infrastructureを使用する他の製品が機能しなくなるため、削除する前に、それらの製品がないことを確認します。他のソフトウェアがOracle Fusion Middleware Infrastructureに依存していない場合は、「アンインストールする配布」画面は表示されません。アンインストール手順については、『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middleware Infrastructureインストールと構成』のOracle Fusion Middleware Infrastructureのアンインストールに関する項を参照してください。











6.4.3 アンインストール画面のナビゲート



アンインストーラにより、ソフトウェアの削除を確認する一連の画面が表示されます。

表6-2に示した画面の詳細情報が必要な場合は、画面上の「ヘルプ」をクリックしてください。


表6-2 アンインストール画面と説明

	画面	説明
	
ようこそ

	
製品アンインストーラが開始します。


	
アンインストール・サマリー

	
アンインストールされるOracleホーム・ディレクトリとその内容を示します。このディレクトリが正しいことを確認します。

これらのオプションをレスポンス・ファイルに保存する場合は、「レスポンス・ファイルの保存」をクリックし、レスポンス・ファイルの場所と名前を入力します。レスポンス・ファイルは、後でサイレント・アンインストールを実行するときに使用できます。サイレント・アンインストールまたはコマンドラインでのアンインストールの詳細は、『Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』のサイレント・アンインストールでのOracle Universal Installerの実行に関する項を参照してください。

「アンインストール」, をクリックしてソフトウェアの削除を開始します。


	
アンインストールの進行状況

	
アンインストールの進行状況が表示されます。


	
アンインストール完了

	
アンインストールが完了すると表示されます。この画面の情報を確認し、「終了」をクリックしてアンインストーラを閉じます。
















6.5 Oracleホーム・ディレクトリの手動削除


ソフトウェアをアンインストールした後、アンインストーラで削除されなかったOracleホーム・ディレクトリとすべての既存のサブディレクトリを手動で削除する必要があります。


たとえば、UNIXオペレーティング・システムでOracleホーム・ディレクトリが/home/Oracle/product/ORACLE_HOMEの場合は、次のコマンドを入力します。


 cd /home/Oracle/product
 rm -rf ORACLE_HOME


Windowsオペレーティング・システムでは、Oracleホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Product\ORACLE_HOMEの場合、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracle\Productディレクトリに移動します。ORACLE_HOMEフォルダで右クリックし、「削除」を選択します。









6.6 Windowsオペレーティング・システムのプログラム・ショートカットの削除


Windowsオペレーティング・システムの場合は、プログラムのショートカットも手動で削除する必要があります(アンインストーラでは削除されません)。


Windowsでプログラム・ショートカットを削除する手順は次のとおりです。

	
C:\ProgramData\Microsoft\Windows\Start Menu\Programs\Oracle\ORACLE_HOME\Productディレクトリに移動します。


	
Oracleホームにインストールされている製品が1つのみの場合は、ORACLE_HOMEディレクトリを削除します。Oracleホームに複数の製品がインストールされている場合は、ORACLE_HOMEを削除する前に、すべての製品を削除します。












6.7 ドメインとアプリケーション・データの削除


ソフトウェアをアンインストールした後で、ドメインとアプリケーション・データを削除する必要があります。

ドメインとアプリケーション・データを削除する手順は次のとおりです。


	ドメイン・ホーム・ディレクトリを手動で削除します。例:

UNIXオペレーティング・システムでドメイン・ホーム・ディレクトリが/home/Oracle/config/domains/wcc_domainの場合、次のコマンドを入力します。

cd /home/Oracle/config/domains

rm -rf wcc_domain

Windowsオペレーティング・システムでは、ドメイン・ホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Config\domains\wcc_domainの場合、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracle\Config\domainsディレクトリに移動します。wcc_domainフォルダで右クリックし、「削除」を選択します。




	アプリケーション・ホーム・ディレクトリを手動で削除します。例:

UNIXオペレーティング・システムでドメイン・ホーム・ディレクトリが/home/Oracle/config/applications/wcc_domainの場合、次のコマンドを入力します。

cd /home/Oracle/config/applications

rm -rf wcc_domain

Windowsオペレーティング・システムでは、アプリケーション・ホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Config\applications\wcc_domainの場合、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracle\Config\applicationsディレクトリに移動します。wcc_domainフォルダで右クリックし、「削除」を選択します。




	Oracleホームにdomain_registry.xmlファイルをバックアップしてから、ファイルを編集し、削除するドメインに関連付けられた行を削除します。たとえば、wcc_domainを削除するには、次の行を探して削除します。


<domain location="/home/Oracle/config/domains/wcc_domain"/>


完了したらファイルを保存して終了します。












6.8 ソフトウェアの再インストール


この項の手順に従ってソフトウェアをアンインストールし、手動でOracleホーム・ディレクトリを削除した場合にのみ、前回のインストールと同じOracleホームにソフトウェアを再インストールできます。


再インストールするときに、前回のインストールと同じOracleホームを指定できます。

Oracleホームが空ではない場合、次の事項を考慮します。

	
同じ機能セットを含む既存のOracleホームへのインストール。

インストール時に指定したOracleホームに、インストールしようとしている同じソフトウェアがすでに含まれていると警告されます。


	
空ではない既存のOracleホームへのインストール。

たとえば、ドメイン・ホームやアプリケーション・ホームを既存のOracleホーム内部に作成することを選択したと仮定します。このデータはアンインストール処理中に削除されないので、同じOracleホームに再インストールしようとすると、インストーラがそれを許可しません。オプションは次のとおりです。

	
この項で説明しているように、Oracleホームからソフトウェアをアンインストールした後、Oracleホーム・ディレクトリを削除します。ソフトウェアをアンインストールして、Oracleホーム・ディレクトリを削除した後、再インストールして同じOracleホームの場所を再利用できます。Oracleホームに存在していたドメインまたはアプリケーションのデータは、再作成する必要があります。


	
別のOracleホーム・ディレクトリを選択します。


















A デスクトップのためのコンテンツ・サーバーの構成


クライアントでWebCenter Contentデスクトップとコンテンツ・サーバーを使用できるようにするには、CoreWebdavシステム・コンポーネントを有効にする必要があります。

さらに、次のコンポーネントを有効にする必要があります。
	
DesktopIntegrationSuite


	
DesktopTag


	
FolderStructureArchive


	
FrameworkFolders




また、電子メール・メッセージ・フィールドを電子メール・メタデータ・フィールドにマッピングするEmailMetadataを有効にすることもできます。

注意:

FrameworkFoldersコンポーネント(フォルダ機能)を有効にする場合は、Folders_gコンポーネント(コントリビューション・フォルダ機能)が無効であることを確認してください。両方を有効にすると、CoreWebdavが正しく機能しません。






デスクトップのためのコンテンツ・サーバーの構成手順:


	WebCenter Contentに管理者としてログインします。
	「Content Serverの管理」メニューから「管理サーバー」を選択し、「コンポーネント・マネージャ」を選択します。
	「コンポーネント・マネージャ」ページで「フォルダ」を選択し、フォルダ・カテゴリのコンポーネントを表示します。
	次のコンポーネントを選択します。

	
FrameworkFolders


	
DesktopIntegrationSuite


	
DesktopTag


	
(オプション) EmailMetadata







	「更新」をクリックし、選択を確認して「OK」をクリックします。
	「コンポーネント・マネージャ」ページで、「拡張コンポーネント・マネージャ」をクリックします。
	「拡張コンポーネント・マネージャ」ページで、「無効なコンポーネント」ボックスからFolderStructureArchiveを選択し、「有効化」をクリックします。
	「有効なコンポーネント」ボックスにFolders_gがある場合は、このコンポーネントを選択し、「無効化」ボタンをクリックします。
	CoreWebdavコンポーネントが有効化されていることを確認します。

	
「拡張コンポーネント・マネージャ」ページの「カテゴリ・フィルタ」で、「システム・コンポーネントの表示」を選択します。


	
CoreWebdavが「有効なコンポーネント」ボックス内にない場合は、「無効なコンポーネント」ボックス内のCoreWebdavを選択し、「有効化」ボタンをクリックします。







	「管理対象サーバーの起動と停止」に記載されているように、コンテンツ・サーバーを再起動します。


構成タスクの詳細について、この項の残りのトピックを参照してください。




	クライアント・ワークステーションのデスクトップのインストールと構成について

デスクトップ用のWebCenter Contentには、デスクトップの操作性とコンテンツ・サーバー、Oracle Content Databaseまたは他のWebDAVベースのコンテンツ・リポジトリとの統合を支援する一連の埋込みアプリケーションがあります。
	非SSL接続でMicrosoft Office 2010からファイルを開く方法

デフォルトでは、Microsoft Office 2010では、非SSL接続での、Basic認証を使用するWebDAV経由のファイルは開かれません。
	コンテンツ・サーバーのレコード管理の構成

WebCenter Content管理対象サーバーにレコード管理を構成するためのライセンスを取得している場合、WebCenter Contentレコード管理対象サーバーの構成後に、コンテンツ・サーバーにスタンドアロン・レコード管理またはOracle URMアダプタを構成できます。
	Web層のOracle iPlanet Web Serverの構成と共有フォルダの構成について

WebCenter ContentのWeb層にOracle iPlanet Web Serverを構成できます。WebCenter Content管理対象サーバーのクラスタを使用する場合、WebCenter Contentクラスタ用の共有ファイル・システムを構成する必要があります。





A.1 クライアント・ワークステーションのデスクトップのインストールと構成について


デスクトップ用のWebCenter Contentには、デスクトップの操作性とコンテンツ・サーバー、Oracle Content Databaseまたは他のWebDAVベースのコンテンツ・リポジトリとの統合を支援する一連の埋込みアプリケーションがあります。


これらのアプリケーションにより、Microsoft Windowsエクスプローラ、Microsoft Officeアプリケーションおよびサポートされた電子メール・クライアント(Microsoft OutlookおよびLotus Notes)から直接コンテンツ・リポジトリに簡単にアクセスできます。クライアント・ワークステーションにデスクトップをインストールするには、「コンピュータ上のデスクトップ・クライアント・ソフトウェアの設定」を参照してください。








A.2 非SSL接続でMicrosoft Office 2010からファイルを開く方法


デフォルトでは、Microsoft Office 2010では、非SSL接続での、Basic認証を使用するWebDAV経由のファイルは開かれません。


次のレジストリ・エントリを作成し、値を2に設定することができます。

HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Office\14.0\Common\Internet\BasicAuthLevel

詳細は、Microsoftサポート技術情報の記事2123563 (http://support.microsoft.com/kb/2123563)を参照してください。








A.3 コンテンツ・サーバーのレコード管理の構成


WebCenter Content管理対象サーバーにレコード管理を構成するためのライセンスを取得している場合、WebCenter Contentレコード管理対象サーバーの構成後に、コンテンツ・サーバーにスタンドアロン・レコード管理またはOracle URMアダプタを構成できます。


	
レコード管理Webインタフェースへのアクセスには、ContentFoliosコンポーネントが必要です。このコンポーネントは、コンテンツ・サーバーにレコード管理を構成するときに自動的に有効になります。


	
ContentFoliosコンポーネントは無効にしないでください。







コンテンツ・サーバーでレコード管理を使用しない場合は、RMFeatureConfigコンポーネントを無効にすることによって構成ユーザー・インタフェースを削除できます。レコード管理を無効にしてコンテンツ・サーバーを再起動する前に、レコード管理のインストールによるレポート・テンプレート・ファイルを削除する必要があります。これらは、レコード管理を無効にした後は削除できません。
コンテンツ・サーバーのレコード管理を構成する手順:




	「管理」メニューの「レコード設定の構成」を選択して「レコード管理の設定チェックリスト」に移動し、「インストールの構成」をクリックします。
	「有効な機能」ページで、レコード管理オプションを選択し、「送信」をクリックします。

	
なし


	
スタンドアロン


	
アダプタ







	WebCenter Content管理対象サーバーを再起動します。「管理対象サーバーの起動と停止」を参照してください。
WebCenter Contentが再起動された後、「レコード管理の設定チェックリスト」が表示されます。


	「アダプタ」を選択した場合は、有効な機能ページのソースの登録」をクリックし、ソースの登録ページのフィールドに値を入力します。


	オプション	説明
	
プロバイダ名

	
レコード管理対象サーバーに接続するために使用される送信プロバイダ。現在の送信プロバイダのリストから選択するか、「追加」をクリックして作成することもできます。プロバイダのダイアログ・ボックスには、プロバイダのフィールドの省略されたリストが表示されます。

通常の「プロバイダ」ページからプロバイダを追加することもできます。既存のプロバイダの情報を表示するには、「アクション」列の「情報」をクリックします。


	
ソース名

	
レコード管理対象サーバーに追加する外部ソースの名前。ソース名は必須であり、空白は使用できません。


	
ソース表名

	
データベース表の作成に使用する接頭辞。デフォルト値は、ソース名です。


	
ソース表示名

	
ソース名の表示に使用するキャプション。デフォルト値は、ソース名です。









	「登録」をクリックします。
ソースが登録される前に、次のテストが実行されます。
	
プロバイダの検証およびレコード管理対象サーバーへの接続のテスト


	
指定されたソース値の検証




アダプタとレコード管理対象サーバーの保存スケジュールを比較し、アダプタのいずれかの項目がレコード・サーバーで欠落していないかどうかを確認します。ソースを登録する前に、「保存スケジュールのインポート」ページ上の相違を解決する必要があります。

保存スケジュールは、アダプタとサーバー間で同期化されている必要があります。デフォルトでは、解決する必要があるすべてのアイテムはRecordsサーバーにインポートされます。アイテムをサーバーにインポートしないで削除するオプションもあります。アイテムがインポートまたは削除される前に、保存スケジュールのバックアップがアダプタとRecordsサーバーの両方に作成され、バックアップはコンテンツ・サーバーにチェックインされます。




	ソースが正常に登録された後、確認ページで「OK」をクリックします。
ソースが登録された後、保存スケジュールおよびコンテンツの更新タスクがバックグラウンドで実行されます。


	構成ウィザードでのアダプタの構成:


表A-1 アダプタのオプション

	オプション	説明
	
カスタム・フィールドの構成

	
外部ソースのカスタム・フィールドを入力するページ。カスタム・フィールドを追加または編集する場合、コンテンツ・サーバーで定義されている既存のドキュメント・メタデータ・フィールドにカスタム・フィールドをマップします。コンテンツ・サーバーで定義されているのと同じ名前を各フィールドに使用するか、フィールドの名前を変更できます。コンテンツがRecordsサーバーに外部コンテンツ・アイテムとしてアップロードされると、これらのフィールドは外部フィールドの名前にマップされます。

次のカスタム・フィールドを構成できます。

	
外部カスタム・フィールドの追加または編集


	
処理アクションまたは予定イベントの構成


	
外部ソースの情報の表示





	
スケジュール時間の構成

	
スケジュールされるタスクがいつ実行されるかを入力するページ。タスクが実行される間隔(時間、日または週単位)および時刻を指定できます。









	「レコード」メニューから、「構成」、「有効な機能」の順に選択します。

「有効な機能」ページで、機能および処理の選択を変更できます。アダプタの場合、レコード・サーバーで選択した機能より多くの機能を選択することはできません。

注意:

いずれかの機能または処理を変更した場合は、WebCenter Contentを再起動します。













A.4 Web層のOracle iPlanet Web Serverの構成と共有フォルダの構成について

WebCenter ContentのWeb層にOracle iPlanet Web Serverを構成できます。WebCenter Content管理対象サーバーのクラスタを使用する場合、WebCenter Contentクラスタ用の共有ファイル・システムを構成する必要があります。








B Inbound Refineryスタンドアロン・トポロジ


Inbound Refineryの最も一般的なインストール・トポロジは、1つのInbound Refinery管理対象サーバーのスタンドアロン・インスタンスが独自ホスト上にあるものです。ドメインに他のコンポーネントはありません。

次の図は、Inbound Refineryの標準的インストール・トポロジを示しています。このトポロジは、単一のホスト上の、1つの管理サーバーと1つのOracle WebLogic Serverドメインで構成されます。クラスタには、1つのInbound Refinery管理対象サーバーがあります。


注意:

スタンドアロン・トポロジのInbound Refineryは、データベース接続またはデータベース・インストールを必要としません。ただし、RCUを実行し、特定のオプションを選択する必要はあります。

[image: GUID-D15C59B6-E701-4D01-8D64-55E2379BFD76-default.pngの説明が続きます]





	Inbound Refineryのスタンドアロン・トポロジのインストールと構成のロードマップ










B.1 Inbound Refineryのスタンドアロン・トポロジのインストールと構成のロードマップ


このロードマップは、Inbound Refineryのスタンドアロン・インスタンスをインストールして構成するために必要な手順を示しています。

次の表に記載された順序で、各ロードマップ・タスクを完了します。


表B-1 標準インストール・ロードマップ

	タスク	説明	詳細
	
システム環境を確認します

	
インストールの前に、最小限のシステム要件およびネットワーク要件を満たしていることを確認します。

	
「システム環境の確認のロードマップ」を参照。


	
インストールの前後で必要になる必須パッチの確認

	
Inbound Refineryに必要な必須パッチがあるかどうかについては、Oracle Fusion Middleware Infrastructureのリリース・ノートを確認してください。

	
Oracle Fusion Middleware Infrastructureリリース・ノートのインストールと構成に関する項を参照してください。


	
適切なディストリビューションの入手

	
Oracle WebCenter ContentのOracleホームを作成するために、Oracle Fusion Middleware Infrastructureをインストールします

	
「製品ディストリビューションについて」を参照してください。


	
インストール・ディレクトリを決めます

	
インストーラがアクセスまたは作成する必要のあるインストーラ・ディレクトリに、インストーラがアクセスまたは作成できることを確認します。また、最小限の要件を満たすシステムにディレクトリが存在することを確認します。

	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareコンセプトの理解』のOracle Fusion Middlewareの主要ディレクトリに関する項を参照してください。


	
必要なソフトウェアのインストール

	
Oracle Fusion Middlewareインフラストラクチャをインストールして、Inbound Refinery用のOracleホーム・ディレクトリを作成します。

	
Oracle Fusion Middleware Infrastructureについては、「Infrastructureソフトウェアのインストール」を参照してください。Infrastructureのインストールのみを実行する必要があります。Infrastructureのドメインを構成する必要はありません。


	
ソフトウェアのインストール

	
Oracle Universal Installerを実行して、Inbound Refineryをインストールします。

ソフトウェアのインストールにより、使用しているシステムにソフトウェアが転送され、Oracleホーム・ディレクトリが作成されます。

	
「Oracle WebCenter Contentソフトウェアのインストール」を参照。RCU上での手順については、このロードマップを参照してください。


	
スキーマの作成

	
リポジトリ作成ユーティリティを実行して、構成に必要なスキーマを作成します。

注意: 構成には、RCUの実行が必要です。ただし、Inbound Refineryのスタンドアロン・インストールには、データベース接続は必要ありません。

	
	
対象のシステムで、ORACLE_HOME/oracle_common/binディレクトリに移動します。


	
RCUを実行します。UNIXシステム上では、./rcuと入力します。Microsoft Windowsの場合は、 rcu.batを実行します。


	
「システム・ロードおよび製品ロード」を選択します。


	
「次へ」をクリックします。


	
データベース接続の詳細を入力します。


	
「Oracle Platform Security Services」を選択します。「監査サービス」など他の必要なスキーマが選択されます。





	
WebLogicドメインの作成

	
構成ウィザードを使用して、WebLogicドメインを作成して構成します。このドメインには、1つの管理対象サーバーのみを持つクラスタがあります。

	
Oracle WebCenter Contentのトポロジを作成する場合は、「ドメインの構成」を参照してください。











親トピック: Inbound Refineryスタンドアロン・トポロジ












C UNIXプラットフォームでのライブラリのインストール


WebCenter Content、Inbound RefineryまたはImaging管理対象サーバーを起動する前に、プラットフォームで必要なライブラリがシステム上に存在している必要があります。

通常、C、math、X11、ダイナミック・ローダー、pthreadsなど必要なライブラリの多くは、同じマシンにインストールされます。



Solaris SPARC 32ビットまたは64ビット


/usr/platform/SUNW,Ultra-60/lib/libc_psr.so.1 
libICE.so.6 
libSM.so.6 
libX11.so.4 
libXext.so.0 
libXm.so.4 
libXt.so.4 
libc.so.1 
libdl.so.1 
libgen.so.1 
libm.so.1 
libmp.so.2 
libnsl.so.1 
libpthread.so.1 
libsocket.so.1 
libthread.so.1 


HPUX ia64


libCsup.so.1 
libICE.so.1 
libSM.so.1 
libX11.so.1 
libXext.so.1 
libXm.so.1 
libXp.so.1 
libXt.so.1 
libc.so.1 
libdl.so.1 
libm.so.1 
libpthread.so.1 
libstd_v2.so.1 
libuca.so.1 
libunwind.so.1


AIX 32ビット


/usr/lib/libC.a(ansi_32.o) 
/usr/lib/libC.a(shr.o) 
/usr/lib/libC.a(shr2.o) 
/usr/lib/libC.a(shr3.o) 
/usr/lib/libICE.a(shr.o) 
/usr/lib/libIM.a(shr.o) 
/usr/lib/libSM.a(shr.o) 
/usr/lib/libX11.a(shr4.o) 
/usr/lib/libXext.a(shr.o) 
/usr/lib/libXi.a(shr.o) 
/usr/lib/libXm.a(shr_32.o) 
/usr/lib/libXt.a(shr4.o) 
/usr/lib/libc.a(shr.o) 
/usr/lib/libcrypt.a(shr.o) 
/usr/lib/libgaimisc.a(shr.o) 
/usr/lib/libgair4.a(shr.o) 
/usr/lib/libi18n.a(shr.o) 
/usr/lib/libiconv.a(shr4.o) 
/usr/lib/libodm.a(shr.o) 
/usr/lib/libpthreads.a(shr.o) 
/usr/lib/libpthreads.a(shr_comm.o) 
/usr/lib/libpthreads.a(shr_xpg5.o) 
/usr/lib/libpthreads_compat.a(shr.o) 


HPUX PA/RISC 32ビット



/lib/libCsup.2 
/lib/libCsup_v2.2 
/lib/libX11.3 
/lib/libXm.4 
/lib/libXt.3 
/lib/libc.2 
/lib/libcl.2 
/lib/libm.2 
/lib/libstd.2 
/lib/libstd_v2.2 
/lib/libstream.2 
/usr/lib/libCsup.2 
/usr/lib/libCsup_v2.2 
/usr/lib/libX11.3 
/usr/lib/libXm.4 
/usr/lib/libXt.3 
/usr/lib/libc.2 
/usr/lib/libcl.2 
/usr/lib/libdld.2 
/usr/lib/libisamstub.1 
/usr/lib/libm.2 
/usr/lib/libstd.2 
/usr/lib/libstd_v2.2 
/usr/lib/libstream.2 
/view/x_r6hp700_1111/vobs/swdev/pvt/r6hp700_1111/X11R6/lib/libICE.2
/view/x_r6hp700_1111/vobs/swdev/pvt/r6hp700_1111/X11R6/lib/libSM.2
/view/x_r6hp700_1111/vobs/swdev/pvt/r6hp700_1111/X11R6/lib/libX11.3
/view/x_r6hp700_1111/vobs/swdev/pvt/r6hp700_1111/X11R6/lib/libXext.3
/view/x_r6hp700_1111/vobs/swdev/pvt/r6hp700_1111/X11R6/lib/libXp.2
/view/x_r6hp700_1111/vobs/swdev/pvt/r6hp700_1111/X11R6/lib/libXt.3



SUSE Linux

SUSE Linuxオペレーティング・システムでは、ファイル/usr/lib/libstdc++.so.5が必要です。このファイルはcompat-libstdc++またはlibstdc++33パッケージにあります。

Linuxバリアント

Linuxバリアントの場合、ファイル/lib/libz.so.1が必要です。












D UNIXプラットフォームでの環境変数のライブラリ・パスの設定


Inbound RefineryまたはWebCenter Content Dynamic ConverterでOutside In Technologyを使用してドキュメント変換およびイメージ変換を実施する場合は、指定したUNIXプラットフォームでWebCenter Content管理対象サーバーに対して次の環境変数を設定しておく必要があります。


	
Imagingのライブラリ・バスの環境変数
	
DomainHome/ucm/ibr/binにあるInbound Refineryのintradoc.cfgファイルに、次の行を追加します


ContentAccessExtraLibDir=/usr/local/packages/gcc-3.4.2/lib


Inbound Refineryを再起動します。


	
AIX:


LIBPATH=DomainHome/oracle/imaging/imaging-server


	
HP-UX Itanium:


LD_LIBRARY_PATH=DomainHome/oracle/imaging/imaging-server:"$LD_LIBRARY_PATH"









	
DISPLAY環境変数

XWindowsを実行しているUNIXオペレーティング・システムの場合、適切なグラフィック能力を持つシステムにディスプレイをリダイレクトする際、ImagingまたはInbound Refinery管理対象サーバーまたはWebCenter Content Dynamic Converterを起動する前に、DISPLAYを有効なX Serverにエクスポートします。















E 追加の構成手順

追加のOracle WebCenter Content構成手順については、次の項を参照してください。


	UNIXでのベクター・グラフィックおよびスプレッドシート・テキストの変換

ベクター・グラフィックを変換し、スプレッドシートの複数の列にまたがるテキストを正しく測定するために、Dynamic Converterでは、UNIXで実行されているXサーバーにアクセスする必要があります。
	UNIXシステムでのフォントの設定

UNIXオペレーティング・システムでは、Imaging、Inbound RefineryおよびWebCenter Content Dynamic Converter用にTrueTypeフォントが設定されていることを確認する必要があります。英語以外の言語を使用している場合は、各国語サポート用のフォントも設定する必要があります。
	アイデンティティ・ストアと外部LDAP認証プロバイダの再関連付け

本番システムでは、Oracle WebCenter Contentアプリケーションは、デフォルト構成の一部であるOracle WebLogic Server組込みのLDAPサーバーではなく、外部Lightweight Directory Application Protocol (LDAP)認証プロバイダを使用する必要があります。管理対象サーバーの構成を完了する場合、管理対象サーバーをリポジトリに接続する場合、および最初のユーザーがアプリケーションにログインする場合は、事前にアプリケーションのアイデンティティ・ストアを次の外部LDAP認証プロバイダのいずれかに再関連付けする必要があります。
	コンテンツ・サーバー用のOracleTextSearchの構成

OracleTextSearchを使用するライセンスを持っている場合(Oracle Database 11gで)は、WebCenter Contentのプライマリ全文検索エンジンとしてOracle Text 11gを使用するように構成できます。Oracle Text 11gは最新の索引付け機能を提供しており、Oracle Secure Enterprise Search (Oracle SES)の検索機能の基礎となっています。Oracle WebCenter Content: RecordsでOracle Text 11gを使用して補助メタデータを検索するには、検索エンジンとしてOracleTextSearchを使用するようにそれを構成する必要があります。
	Oracle WebCenter Enterprise Capture構成の完了について

インストールおよび初期構成を実行するCaptureシステム管理者は、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlおよびOracle WebLogic Serverへのアクセスを含むシステム管理権限が付与されている必要があります。ユーザーがOracle WebCenter Enterprise Captureを使用できるようにするには、システム管理者が、WebLogic ServerドメインのLDAP資格証明ストアのユーザーをFusion Middleware ControlのCaptureロールに関連付ける必要があります。
	Oracle WebCenter Enterprise Captureの初期構成の完了

WebLogic ServerドメインでCaptureの初期構成を完了するには、Captureシステム管理者が次のタスクを実行する必要があります。
	ハッシュ・パーティションの作成によるデータベース・パフォーマンスの改善

EBATCTITEMS表のハッシュ・パーティションを使用すると、データベース待機イベントenq: HW– contentionを最小化できるため、データベースの拡張を抑制できます。
	Desktopクライアント・ソフトウェアのインストール・ファイルの抽出と実行

Oracle WebCenter Contentのインストール後に、/exportパラメータを指定してdesktop_content_setup.exeコマンドを使用すると、Desktopインストーラ・ファイルを抽出できます。





E.1 UNIXでのベクター・グラフィックおよびスプレッドシート・テキストの変換


ベクター・グラフィックを変換する場合およびスプレッドシートの複数の列にまたがるテキストを正しく測定する場合、Dynamic ConverterはUNIXで実行中のXサーバーにアクセスする必要があります。


実行中のXサーバーにアクセスする必要があるのは、次のいずれかの理由により、OIT内部レンダリング・エンジンが使用されていない場合のみです。

	
Dynamic Converterの構成ページで「ラスタライズに対するX-Windowsの使用」オプションが選択されている。


	
使用中のプラットフォームで、OIT内部レンダリング・エンジンがサポートされていない。




OIT内部レンダリング・エンジンは、Linux、Solaris Sparc、AIXおよびHP-UX RISCでサポートされています。








E.2 UNIXシステムでのフォントの設定


UNIXオペレーティング・システムでは、Imaging、Inbound RefineryおよびWebCenter Content Dynamic Converter用にTrueTypeフォントが設定されていることを確認する必要があります。英語以外の言語を使用している場合は、各国語サポート用のフォントも設定する必要があります。




	UNIXシステムでのTrueTypeフォントの設定

ImagingおよびWebCenter Content Dynamic ConverterがUNIXオペレーティング・システムで最適に動作するためには、Imaging、Inbound RefineryまたはDynamic Converterが稼働するマシンにTrueTypeフォントを設定します。これらのフォントがシステムにない場合は、インストールする必要があります。Inbound RefineryおよびContent Serverは、JAVA_HOME/lib/fontsで、JREのTrueTypeフォントにデフォルト設定されています。
	UNIXシステムでの各国語サポートのためのフォントのインストール

英語以外の言語の場合、管理対象サーバーを起動する前に、UNIXオペレーティング・システムで次のインストール手順を実行する必要があります。





E.2.1 UNIXシステムでのTrueTypeフォントの設定


ImagingおよびWebCenter Content Dynamic ConverterがUNIXオペレーティング・システムで最適に動作するためには、Imaging、Inbound RefineryまたはDynamic Converterが稼働するマシンにTrueTypeフォントを設定します。これらのフォントがシステムにない場合は、インストールする必要があります。Inbound RefineryおよびContent Serverは、JAVA_HOME/lib/fontsで、JREのTrueTypeフォントにデフォルト設定されています。


各種UNIXプラットフォームの標準フォントの場所は、次のとおりです。

	
Solaris SPARC: /usr/openwin/lib/X11/fonts/TrueType


	
Solaris X64: /usr/openwin/lib/X11/fonts/TrueType


	
AIX: /usr/lpp/X11/lib/X11/fonts/TrueType


	
HP-UX Itanium: /usr/lib/X11/fonts/TrueType


	
HP-UX PARISC64: /usr/lib/X11/fonts/TrueType


	
Linux: /usr/lib/X11/fonts/TrueType







Inbound Refineryでフォント・ディレクトリへのパスを設定する手順は、次のとおりです。


	Inbound Refineryにログインします。
	「変換設定」→「サードパーティ・アプリケーションの設定」→「標準のOutsideInフィルタ・オプション」を選択します。
	「オプション」をクリックします
	フォントへのパス・フィールドにTrueTypeフォントへのパスを入力します。たとえば、/usr/share/x11/fonts/FTPです
	「更新」をクリックします。







E.2.2 UNIXシステムでの各国語サポートのためのフォントのインストール


英語以外の言語の場合、管理対象サーバーを起動する前に、UNIXオペレーティング・システムで次のインストール手順を実行する必要があります。


	
ミドルウェア・ホームのSun JDKインストール・ディレクトリでMW_HOME/oracle_common/jdk/jre/lib/fontsを/jre/lib/fontsディレクトリにコピーします


	
ミドルウェア・ホームのOracle JRockit JDKディレクトリでMW_HOME/oracle_common/jdk/jre/lib/fontsを/jre/lib/fonts ディレクトリにコピーします。













E.3 アイデンティティ・ストアと外部LDAP認証プロバイダの再関連付け


本番システムでは、Oracle WebCenter Contentアプリケーションは、デフォルト構成の一部であるOracle WebLogic Server組込みのLDAPサーバーではなく、外部Lightweight Directory Application Protocol (LDAP)認証プロバイダを使用する必要があります。管理対象サーバーの構成を完了する場合、管理対象サーバーをリポジトリに接続する場合、および最初のユーザーがアプリケーションにログインする場合は、事前にアプリケーションのアイデンティティ・ストアを次の外部LDAP認証プロバイダのいずれかに再関連付けする必要があります。

	
Oracle Internet Directory


	
Oracle Virtual Directory


	
Oracle Unified Directory


	
サード・パーティのLDAPサーバー




Imagingアプリケーションの場合、Imaging管理対象サーバーに最初にログインしたユーザーがサーバー全体のセキュリティとともにプロビジョニングされます。最初にユーザーがログインする前にImagingのアイデンティティ・ストアを外部LDAP認証プロバイダと再関連付けし、Imaging管理対象サーバーの構成を完了して、それをOracle WebCenter Contentリポジトリに接続する方が簡単です。

本番インストール環境では、CaptureはそのスキーマとしてOracle Databaseのみと連動するOracle Platform Security Services (OPSS)を使用するため、Oracle WebCenter Enterprise Captureを使用するにはOracle Internet Directory (OID)またはOracle Database 11gが必要です。

AXF for BPMアプリケーションの場合、AXFの「ソリューション管理」ページにアクセスするには、外部LDAP認証プロバイダでaxfadminグループを設定し、このグループにAXFユーザーを割り当てる必要があります。

Oracle IRMアプリケーションの場合、ユーザーが初めてOracle IRM Managementコンソールにログインすると、Oracle IRMドメインが作成されます。Oracle IRMドメインは、Oracle WebLogic Serverドメインとは異なります。最初にコンソールにログインするユーザーが、Oracle IRMドメインのドメイン管理者になります。Oracle IRMのユーザー・データを移行する前に、ユーザーがターゲットのLDAPアイデンティティ・ストアに存在する必要があります。アイデンティティ・ストアを外部LDAP認証プロバイダに再関連付けしない場合は、最初にユーザーがOracle IRMコンソールにログインする前に、次のようにOracle IRMユーザーを再関連付けし、データを移行するための一般的なプロセスを実行します。

	
setIRMExportFolderスクリプトを使用して、既存のデータをバックアップします。


	
アイデンティティ・ストアを外部LDAPディレクトリに再関連付けします。


	
すべてのユーザーおよびグループがターゲットのLDAPアイデンティティ・ストアに存在することを確認します


	
setIRMImportFolderスクリプトを使用して、データを移行します。







	アイデンティティ・ストアとOracle Internet Directoryの再関連付け

Oracle WebLogic Serverドメインのアイデンティティ・ストアをOracle Internet Directoryに再関連付けし、組込みのLDAPディレクトリからOracle Internet Directoryにユーザーを移行できます。次の手順では、アイデンティティ・ストアをOracle Internet Directoryに再関連付けする方法について説明します。
	Imagingセキュリティ表でGUID値をリフレッシュ

Imaging管理対象サーバーを構成した後でLDAPプロバイダを変更した場合は、Imagingセキュリティ表のグローバル・ユーザーID (GUID)は無効になります。Imagingは、外部LDAPプロバイダからGUIDをキャッシュしてローカルのセキュリティ表に格納し、そのIDを認証に使用します。WLSTコマンドまたはFusion Middleware Controlを使用して、Imagingセキュリティ表のGUID値をリフレッシュできます。





E.3.1 アイデンティティ・ストアとOracle Internet Directoryの再関連付け


Oracle WebLogic Serverドメインのアイデンティティ・ストアをOracle Internet Directoryに再関連付けし、組込みのLDAPディレクトリからOracle Internet Directoryにユーザーを移行できます。次の手順では、アイデンティティ・ストアをOracle Internet Directoryに再関連付けする方法について説明します。


同じような手順を使用して、アイデンティティ・ストアを他のLDAP認証プロバイダに再関連付けすることもできます。各プロバイダには固有のオーセンティケータ・タイプがあり、そのタイプのみを構成してください。


	
LDAP認証プロバイダ

	
認証タイプ


	
Microsoft AD

	
ActiveDirectoryAuthenticator


	
SunOne LDAP

	
IPlanetAuthenticator


	
Directory Server Enterprise Edition(DSEE)

	
IPlanetAuthenticator


	
Oracle Internet Directory

	
OracleInternetDirectoryAuthenticator


	
Oracle Virtual Directory

	
OracleVirtualDirectoryAuthenticator


	
Oracle Unified Directory

	
IPlanetAuthenticator


	
EDIRECTORY

	
NovellAuthenticator


	
OpenLDAP

	
OpenLDAPAuthenticator


	
EmbeddedLDAP

	
DefaultAuthenticator









アイデンティティ・ストアをOracle Internet Directoryに再関連付けするには、次の手順を実行します。


	Oracle WebLogic Serverドメインの管理者と同じ名前のユーザーがOracle Internet Directoryに存在しないことを確認します。管理者の名前はデフォルトではweblogicです。
	組込みLDAPプロバイダをSUFFICIENTに設定します。
	Oracle IRMの場合は、Oracle IRMドメイン管理者になるために、Oracle Internet Directoryからユーザーとして管理コンソールにログインします。
Oracle WebLogic Serverドメイン管理者のユーザー名では、管理コンソールにログインしないでください。weblogicユーザー・アカウントをOracle IRM管理者ユーザー・アカウントとして使用しないことをお薦めします。Oracle IRMドメイン管理者に異なるアカウントを使用している場合は、Oracle WebLogic Serverドメイン管理者(デフォルトではweblogic)を使用して、Oracle WebLogic Serverを起動および停止したり、サーバー設定を変更できます。Oracle Internet Directoryで問題が発生した場合、その問題を修正しなくても、Oracle WebLogic Serverでメンテナンスを実行できます。


	Oracle IRM管理対象サーバーの場合、ユーザーがすでにOracle IRM Managementコンソールにログインしているときは、アイデンティティ・ストアの再関連付けの前に、WebLogic Scripting Tool (WLST)コマンドsetIRMExportFolderを実行する必要があります。
このコマンドでエクスポート・フォルダを設定して、Oracle IRMが参照するユーザーおよびグループの詳細をエクスポートできるようにします。Oracle IRMはエクスポート・フォルダ・パスを使用して、ユーザーおよびグループの詳細をどこに書き込むかを判断します。Oracle IRM管理対象サーバーには、フォルダ・バスへの書込みアクセス権が必要です。setIRMExportFolderコマンドを実行するには、エクスポート・フォルダが存在する必要があります。

次の例では、エクスポート・フォルダとして/user/irm-dataを設定します。



cd WCC_ORACLE_HOME/common/bin 
./wlst.sh 
> connect('weblogic', 'password', 't3://adminServerHost:adminServerPort')
> setIRMExportFolder('/user/irm-data')


例のadminServerHostはOracle WebLogic Serverドメインの管理サーバーのホスト名で、adminServerPortはポート番号です。


注意:

SSLが有効になっている場合は、WLSTを使用して管理サーバーに接続する前に、次のパラメータをwlst.shファイルのJVM_ARGSセクションに付加するか、またはCONFIG_JVM_ARGS環境変数に設定する必要があります。

-Dweblogic.security.SSL.ignoreHostnameVerification=true
-Dweblogic.security.TrustKeyStore=KeyStoreName


KeyStoreNameは、使用中のキーストアの名前です(組込みデモ証明書の場合はDemoTrust)。wlst.shファイルは、WebCenter Content Oracleホーム・ディレクトリ内のcommonディレクトリのbinサブディレクトリにあります。

Oracle IRM管理対象サーバーは、この構成変更を選択した後、通常はすぐに一連のXML文書をエクスポート・フォルダに書き出します。エクスポート・フォルダの下にaccountsというフォルダ名が表示されたら、このプロセスは完了です。accountsフォルダには、batchXXXという名前のフォルダが1つ以上含まれています。各batchフォルダには、ユーザーおよびグループの詳細が含まれた一連のXML文書が格納されています。例:


/user
   /irm-data
       /accounts
           /batch1
               user1.xml
               user2.xml
               group1.xml


batchフォルダを使用するのは、フォルダ内の最大ファイル数がオペレーティング・システムの制限値を超えないようにするためです。

このプロセスが完了した後、エクスポート・フォルダをリセットします。


setIRMExportFolder('')


このリセットにより、管理対象サーバーが再起動したときに、Oracle IRMはそれ以上データのエクスポートを実行しません。




	Oracle Internet Directory認証プロバイダを構成します。
	Oracle WebLogic Serverドメインの管理サーバーを起動します。
	次のURLでドメイン管理者ユーザーとしてOracle WebLogic Server管理コンソールにログインします。 http://adminServerHost:adminServerPort/console
	左側の「ドメイン構造」で、「セキュリティ・レルム」.を選択します
	「セキュリティ・レルムのサマリー」ページの「レルム」表で、「名前」列のmyrealmをクリックして「myrealmの設定」ページを開きます。
	「プロバイダ」タブをクリックし、「認証」タブの「認証プロバイダ」表にある「新規」をクリックします。
	「新しい認証プロバイダの作成」ダイアログ・ボックスで、「名前」フィールドにプロバイダ名を入力し、そのタイプをOracleInternetDirectoryAuthenticatorに変更し、「OK」をクリックします。
	「認証プロバイダ」表で、「並替え」をクリックし、作成したばかりのプロバイダをリストの最上部に移動し、「OK」をクリックします
	DefaultAuthenticatorをクリックし、「制御フラグ」値をOPTIONALに変更し、「保存」をクリックします
	ページの一番上にあるブレッドクラム・トレイルの「プロバイダ」をクリックして、「プロバイダ」タブに戻ります。
	作成したばかりの認証プロバイダの名前をクリックして、そのプロバイダの「構成」タブに移動します。「共通」タブでは、「制御フラグ」値をSUFFICIENTに変更し、「保存」. をクリックします
SUFFICIENTは、ユーザーがOracle Internet Directoryに対して認証された場合、その他の認証は処理されないことを意味します。

REQUIREDは、別のプロバイダによってユーザーがすでに認証されている場合でも、認証プロバイダによって正常に認証される必要があることを意味します。組込みのLDAPをOPTIONALに設定し、Oracle Internet DirectoryをREQUIREDに設定した場合は、組込みのLDAPユーザーが有効ではなくなります。


	「プロバイダ固有」タブをクリックします。次のフィールドにはプロバイダ固有の値を設定し、他のフィールドはデフォルト値のままにします。
- ホスト: LDAPサーバーのホスト名またはIPアドレス。

- ポート: Oracle Internet Directoryのポート、デフォルトは389。

- プリンシパル: LDAPユーザーの識別名(DN)。Oracle WebLogic ServerがLDAPサーバーに接続する場合に使用する必要があります。例: cn=orcladmin

- 資格証明: LDAPサーバーに接続する場合に使用する資格証明(通常はパスワード)

- 資格証明の確認: 「資格証明」フィールドと同じ値。

- ユーザー・ベースDN: ユーザーが含まれているLDAPディレクトリのツリーの基本識別名(DN)。例: cn=users,dc=example,dc=com。Oracle Internet Directoryでは、これはユーザー検索ベース属性の値であり、OIDDAS管理ダイアログで調べることができます。

- 取得したユーザー名をプリンシパルとして使用する: LDAPサーバーから取得したユーザー名をプリンシパル値として使用するかどうかを指定します。Oracle IRMにはこの属性を選択します。

- グループ・ベースDN: グループが含まれているLDAPディレクトリのツリーの基本識別名(DN)。例:cn=groups,dc=example,dc=com。Oracle Internet Directoryでは、これはグループ検索ベース属性の値であり、OIDDAS管理ダイアログで調べることができます。

注意: 最上位DNではなく、完全DNを使用してください。最上位DNを使用すると、そのDNよりも下位にあるデフォルトのすべてのユーザーおよびグループがアクセスできるようになり、その結果、アプリケーションで必要とされるよりも多くのユーザーにアクセス権が付与されます。

- ログイン例外の原因を伝播: パスワード期限切れ例外などOracle Internet Directoryからスローされた例外をOracle WebLogic Serverに伝播して、その例外をコンソールに表示し、ログに記録します。Oracle IRMの場合、タブの「全般」領域でこの属性を選択します。


	「保存」をクリックします。



	管理サーバーを再起動します。
注意: Oracle WebLogic Serverドメインの認証プロバイダは連鎖されます。つまり、どの認証プロバイダでもユーザー認証が正常に動作する必要があります。デフォルト・プロバイダの「制御フラグ」値をOPTIONALに設定すると、サーバーの起動やユーザーの認証の問題を発生させることなく、デフォルト・プロバイダを無効にできます。


	サーバーの再稼働後、管理コンソールに再度ログインし、「ドメイン構造」の「セキュリティ・レルム」をクリックします。
	「セキュリティ・レルムのサマリー」ページの「レルム」表で、「名前」列のmyrealmをクリックして「myrealmの設定」ページを開きます。
	「ユーザーとグループ」タブをクリックして「ユーザー」サブタブで構成された認証プロバイダに含まれるユーザーのリストを表示し、「グループ」サブタブをクリックしてグループのリストを表示します。Oracle Internet Directory構成から取得したユーザー名が表示されます。これで、構成が機能していることがわかります
	これらの基本テストのいずれかまたは両方によって、セキュリティ・プロバイダが正常に切り替えられたことを確認します。
	Oracle IRM管理対象サーバーの場合、ユーザーがすでにOracle IRM Managementコンソールにログインしているときは、アイデンティティ・ストアの再関連付けの前に、WLSTコマンドsetIRMImportFolderを実行する必要があります。このコマンドを使用して、アイデンティティ・ストアの再関連付けの前に設定したエクスポート・フォルダを指すようにインポート・フォルダを設定します。
注意: インポート・プロセスを実行する前に、エクスポート・フォルダのバックアップを取ってください。インポート・プロセスでは、ユーザーおよびグループの詳細の処理が正常に完了したときに、エクスポート・フォルダの内容が削除されるためです。

ユーザーとグループが1つの管理対象サーバーによってのみ処理されるように、この操作はデプロイ済Oracle IRMアプリケーションが実行されている1つの管理対象サーバーのみを使用して実行してください。インポート・プロセスが完了した後、Oracle IRMアプリケーションが動作しているすべての管理対象サーバーを起動できます。次の例では、インポート・フォルダとして/user/irm-dataを設定します。



cd WCC_ORACLE_HOME/common/bin 
./wlst.sh 
> connect('weblogic', 'password', 't3://adminServerHost:adminServerPort')
> setIRMImportFolder('/user/irm-data')



Oracle IRM管理対象サーバーは、この構成変更を選択した後、フォルダの内容を読み込み、Oracle IRMシステムでグローバル・ユーザーID (GUID)値を更新して、新しいアイデンティティ・ストアの値を反映します。ユーザーまたはグループの処理が完了すると、インポート・プロセスは対応するXMLファイルを削除します。インポート・プロセスが完了すると、インポート・フォルダは空になります。



/user
   /irm-data



ユーザーまたはグループの処理中にエラーが発生した場合、インポート・プロセスはユーザー名またはグループ名に一致するファイルにそのエラーを書き込みます。たとえば、user1.xmlのユーザー詳細を処理中にエラーが発生した場合、インポート・プロセスはエラーの詳細をuser1.xml.failファイルに書き込みます。



/user
   /irm-data
       /accounts
           /batch1
               user1.xml
               user1.xml.fail



エラーを修正できた場合は、もう一度WLSTコマンドsetIRMImportFolderを実行して、インポート・プロセスを再実行します。たとえば、ユーザーまたはグループが新しいアイデンティティ・ストアに存在しないことによってユーザーまたはグループの処理が失敗した場合は、ユーザーまたはグループをOracle Internet Directoryに追加すると、エラーが修正され、インポート・プロセスを再実行できます。



connect('weblogic', 'password', 'adminServerHost:adminServerPort')
> setIRMImportFolder('/user/irm-data')



このプロセスが完了した後、インポート・フォルダをリセットします。



setIRMImportFolder('')



このリセットにより、管理対象サーバーが再起動したときに、Oracle IRMはそれ以上データのインポートを実行しません。

アイデンティティ・ストアの再関連付け後、Oracle Internet Directoryのユーザーは、ユーザー・データの移行前に同名のユーザーがOracle WebLogic Server組込みLDAPサーバーで保有していたのと同じ権限を保有します。たとえば、移行前に、ユーザー名がweblogic、Oracle IRMロールがドメイン管理者であるユーザーが組込みLDAPサーバーに存在した場合、移行後、ユーザー名がweblogicのOracle Internet DirectoryユーザーにはOracle IRMロールとしてドメイン管理者が付与されます。









E.3.2 Imagingセキュリティ表でGUID値をリフレッシュ


Imaging管理対象サーバーを構成した後でLDAPプロバイダを変更した場合は、Imagingセキュリティ表のグローバル・ユーザーID (GUID)は無効になります。Imagingは、外部LDAPプロバイダからGUIDをキャッシュしてローカルのセキュリティ表に格納し、そのIDを認証に使用します。WLSTコマンドまたはFusion Middleware Controlを使用して、Imagingセキュリティ表のGUID値をリフレッシュできます。


両方のLDAPプロバイダに存在するユーザーおよびグループに対してのみ、GUIDがリフレッシュされます。以前のLDAPからユーザーおよびグループに割り当てられたImaging権限は、新しいLDAPに一致するユーザーおよびグループにリフレッシュされます。ユーザーやグループが新しいLDAPプロバイダのユーザーやグループに一致しない場合、refreshIPMSecurityはそのユーザーやグループを無視します。





注意:

リフレッシュ中、対応する識別情報が見つからないユーザーまたはグループは無視されます。セキュリティに変更を加えると、無効なユーザーまたはグループがImagingデータベースから削除されます。




	WLSTを使用してImagingセキュリティ表でGUID値をリフレッシュ

コマンド・ラインからGUID値をリフレッシュする場合は、Oracle WebLogic Scripting Tool (WLST)を使用できます。





E.3.2.1 WLSTを使用してImagingセキュリティ表でGUID値をリフレッシュ


コマンド・ラインからGUID値をリフレッシュする場合は、Oracle WebLogic Scripting Tool (WLST)を使用できます。

WLSTを使用してImagingセキュリティ表のGUID値をリフレッシュするには、次の手順を実行します。


	Oracle WebLogic Serverドメインの管理サーバーを起動します。
	Oracle WebLogic Server管理サーバーにログインします。
	Oracle WebCenter Contentのホーム・ディレクトリMW_HOME/WCC_ORACLE_HOME.に移動します
	WLSTを実行します。


cd common/bin
./wlst.sh




	WLSTコマンド・プロンプトで、次のコマンドを入力します。


wls:/offline> connect() 
Please enter your username :weblogic 
Please enter your password : XXXXXXXXXXXXX 
Please enter your server URL [t3://localhost:7001] 
 :t3://host_name:16000 
Connecting to t3://host_name:16000 with userid weblogic ... 
Successfully connected to Managed Server 'IPM_server1' that belongs to domain 
'domainName'. 
 
Warning: An insecure protocol was used to connect to the 
server. To ensure on-the-wire security, the SSL port or 
Admin port should be used instead. 
 
wls:/domainName/serverConfig> listIPMConfig()   <This is just to check 
that the connection is to the right Imaging server> 
 
wls:/domainName/serverConfig> 
refreshIPMSecurity()  <This is the command that will refresh the GUIDs in the 
Security tables.> 
 
wls:/domainName/serverConfig> exit() 




	Imagingにログインして、ユーザーおよびグループのセキュリティを確認します。











E.4 コンテンツ・サーバー用のOracleTextSearchの構成


OracleTextSearchを使用するライセンスを持っている場合(Oracle Database 11gで)は、WebCenter Contentのプライマリ全文検索エンジンとしてOracle Text 11gを使用するように構成できます。Oracle Text 11gは最新の索引付け機能を提供しており、Oracle Secure Enterprise Search (Oracle SES)の検索機能の基礎となっています。Oracle WebCenter Content: RecordsでOracle Text 11gを使用して補助メタデータを検索するには、検索エンジンとしてOracleTextSearchを使用するようにそれを構成する必要があります。


Oracle SESを使用するライセンスがある場合、WebCenter ContentでOracleTextSearchとともに使用するようにOracle SESを構成し、Oracle SESをバックエンド検索エンジンとして使用するようにコンテンツ・サーバーを構成できます。

OracleTextSearchを使用すると、管理者は、特定のメタデータ・フィールドが検索索引に対して最適化されるように指定でき、その他のフィールドをカスタマイズできます。また、OracleTextSearchを使用すると、索引の再構築と索引の最適化を迅速に実行することもできます。

WebCenter Contentのインストール後の構成ページでOracleTextSearchを設定できます。




インストール後の構成ページで、コンテンツ・サーバー用にOracleTextSearchを構成するには、次の手順を実行します。


	「全文検索オプション」フィールドで、「内部」または「外部」を選択します。
	「外部」オプションを選択した場合は、外部データ・ソースの名前を「外部データ・ソース」フィールドに入力します。


Oracle Database 11gがあり、「全文検索オプション」で「内部」を選択した場合、リポジトリ作成ユーティリティ (RCU)を実行して検索スキーマを作成する必要はありません。


他のシステムまたは他のデータベースに検索エンジンを配置できるように、外部データ・ソースを使用する場合もあります。OracleTextSearchで外部データ・ソースを使用するには、システム・データベース以外のデータベースに検索スキーマを作成し、データ・ソースを構成する必要があります。




	検索スキーマの作成および外部データ・ソースの構成

他のシステムまたは他のデータベースに検索エンジンを配置できるように、外部データ・ソースを使用する場合もあります。OracleTextSearchで外部データ・ソースを使用するには、システム・データベース以外のデータベースに検索スキーマを作成し、データ・ソースを構成する必要があります。
	構成ファイルでのコンテンツ・サーバー用のOracleTextSearchの構成

コンテンツ・サーバーの構成ページでOracleTextSearchを構成していなかった場合、または構成を変更する場合には、コンテンツ・サーバー・インタフェースのDomainHome/ucm/cs/config/config.cfg構成ファイルで、この検索オプションを構成できます。





E.4.1 検索スキーマの作成および外部データ・ソースの構成


他のシステムまたは他のデータベースに検索エンジンを配置できるように、外部データ・ソースを使用する場合もあります。OracleTextSearchで外部データ・ソースを使用するには、システム・データベース以外のデータベースに検索スキーマを作成し、データ・ソースを構成する必要があります。

検索スキーマを作成して外部データ・ソースを構成するには、次の手順を実行します。


	RCUを実行して、検索エンジンを必要とするデータベースに検索スキーマ(prefix_OCSSEARCH)を作成します。
	この検索スキーマを参照するJDBCデータ・ソースを作成します。データ・ソースの作成には、管理コンソール、WebLogic Scripting Toolコマンド、またはFusion Middleware Controlを使用できます。
	管理コンソールを使用し、データ・ソースをWebCenter Content管理対象サーバー(デフォルトではUCM_server1)のターゲットにします。


コンテンツ・サーバーの構成ページでOracleTextSearchを構成していなかった場合、または構成を変更する場合には、コンテンツ・サーバー・インタフェースのDomainHome/ucm/cs/config/config.cfg構成ファイルで、この検索オプションを構成できます。検索オプションを変更した後、コンテンツ・サーバーを再起動し、検索索引を再構築する必要があります。




注意:

WebCenter Contentユーザー・インタフェースを使用する予定の場合、検索索引のdOriginalNameフィールドの最適化が必要な場合があります。WebCenter Contentユーザー・インタフェースでは、ファイル名をインタフェース内に表示されるプライマリ識別子として利用します。表示をファイル名でソートすることができます(ファイル名はContent ServerのdOriginalNameフィールドの値です)。

デフォルトでは、Content Serverはドキュメント・タイトル(dDocTitle)のみを検索およびソートに使用可能なフィールドとして構成します。WebCenter Contentユーザー・インタフェースは、デフォルトでは、ドキュメント・タイトルを表示に使用しません。

新規検索またはソート・フィールドとしてdOriginalNameを使用可能にするプロセスは全文索引の全再作成を必要とします。








E.4.2 構成ファイルでのコンテンツ・サーバー用のOracleTextSearchの構成


コンテンツ・サーバーの構成ページでOracleTextSearchを構成していなかった場合、または構成を変更する場合には、コンテンツ・サーバー・インタフェースのDomainHome/ucm/cs/config/config.cfg構成ファイルで、この検索オプションを構成できます。

構成ファイルでコンテンツ・サーバー用にOracleTextSearchを構成するには、次の手順を実行します。


	コンテンツ・サーバー・インスタンスのDomainHome/ucm/cs/config/config.cfgファイルをテキスト・エディタで開きます。
	次の値を設定します。


SearchIndexerEngineName=OracleTextSearch

IndexerDatabaseProviderName=SystemDatabase



注意:

	
IndexerDatabaseProviderNameの値として、SystemDatabaseではなく、別のOracle Databaseを指定できます。ドライバjar ojdbc6.jarは、MW_HOME/wlserver_10.3/server/libディレクトリにあります。ただし、Oracle Text Searchが別のOracleデータベースで正常に機能するには、MW_HOME/wlserver_10.3/server/libディレクトリからDomainHome/libディレクトリに、手動でojdbc6.jarファイルをコピーする必要があります。


	
OracleTextSearchには、バージョン10.2.0.4以上のJDBCドライバが必要です。これより古いバージョンのJDBCドライバでは機能しません。









	ファイルを保存します。
	コンテンツ・サーバーを再起動します。
	「管理アプレット」.の「管理」にある、「リポジトリ・マネージャ」の「インデクサ」タブを使用して検索索引を再構築します









E.5 Oracle WebCenter Enterprise Capture構成の完了について


インストールおよび初期構成を実行するCaptureシステム管理者には、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlおよびOracle WebLogic Serverへのアクセスなどのシステム管理権限が付与されている必要があります。ユーザーがOracle WebCenter Enterprise Captureを使用できるようにするには、システム管理者が、WebLogic ServerドメインのLDAP資格証明ストアのユーザーをFusion Middleware ControlのCaptureロールに関連付ける必要があります。

ロールCaptureWorkspaceManager、CaptureWorkspaceViewerおよびCaptureUserが、自動的にドメインのデフォルトのWebLogic Serverポリシー・ストアに追加されます。Captureシステム管理者は、ファイル/XMLベースのポリシー・ストア、Oracle Internet Directoryポリシー・ストアまたはOracle Databaseポリシー・ストアを使用したり、Fusion Middleware Controlを使用してポリシー・ストアを管理することができます。

Fusion Middleware Controlを使用して、Captureのシステム設定およびロガーを構成することもできます。






E.6 Oracle WebCenter Enterprise Captureの初期構成の完了


WebLogic ServerドメインでCaptureの初期構成を完了するには、Captureシステム管理者が次のタスクを実行する必要があります。

次に、Oracle WebCenter Enterprise Captureシステム環境の初期構成およびモニタリング手順のサマリーを示します。


	
Capture管理対象サーバーを起動します。


	
Fusion Middleware ControlでCaptureユーザーにロールを割り当てます。


	
MBeanによってシステムレベルの設定を変更します。







	Capture管理対象サーバーの起動

Capture構成を完了するための最初の手順は、Capture管理対象サーバーを起動することです。
	Captureユーザーへのロールの割当て

ユーザーがCaptureを使用できるようにするには、Captureシステム管理者が、ポリシー・ストアのCaptureロールにLDAP資格証明ストアのユーザーを割り当てる必要があります。Fusion Middleware Controlの「アプリケーション・ロール」ページでこれを実行できます。
	システムレベル設定の変更

Fusion Middleware Controlを使用して、システム・プロパティおよび電子メールのSMTP設定など、Captureのシステムレベル構成設定を変更できます。このページの設定によって、ドメインのCapture MBeansが設定されますが、これは、Oracle WebLogicスクリプティング・ツール(WLST)コマンドを使用して変更することもできます。





E.6.1 Capture管理対象サーバーの起動


Capture構成を完了するための最初の手順は、Capture管理対象サーバーを起動することです。


Capture管理対象サーバーを起動するには、「管理対象サーバーの起動」を参照してください。








E.6.2 Captureユーザーへのロールの割当て


ユーザーがCaptureを使用できるようにするには、Captureシステム管理者が、LDAP資格証明ストアのユーザーをポリシー・ストアのCaptureロールに割り当てる必要があります。Fusion Middleware Controlの「アプリケーション・ロール」ページでこれを実行できます。


Captureユーザーにロールを割り当てる方法については、Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Enterprise Captureの管理のOracle Enterprise ManagerでのCaptureロールの割当てに関する項を参照してください。








E.6.3 システムレベル設定の変更


Fusion Middleware Controlを使用して、システム・プロパティおよび電子メールのSMTP設定など、Captureのシステムレベルの構成設定を変更できます。このページの設定によって、ドメインのCapture MBeansが設定されますが、これは、Oracle WebLogicスクリプティング・ツール(WLST)コマンドを使用して変更することもできます。


次のWLSTコマンドを使用すると、システムレベル設定へのアクセスまたは変更を行うこともできます。

	
listCaptureConfig


	
getCaptureConfig


	
setCaptureConfig




これらは、ドメイン用の管理サーバーに接続中に使用できるオンラインのWLSTコマンドです。接続するには、Oracle WebCenter Contentホーム・ディレクトリからwlst.shスクリプトを実行する必要があります。




WLSTコマンドでCaptureシステムレベル設定を変更する手順は、次のとおりです。


	Oracle WebLogic Serverドメインの管理サーバーを起動します。
	Oracle WebLogic Server管理サーバーにログインします。
	MW_HOME/WCC_ORACLE_HOMEのOracle WebCenter Contentホーム・ディレクトリに移動します
	WLSTを実行します。
cd common/bin

./wlst.sh


	ログインしてから、次のカスタムCaptureコマンドを入力します。


wls:/offline> connect() 
Please enter your username :weblogic 
Please enter your password : XXXXXXXXXXXXX 
Please enter your server URL [t3://localhost:7001] 
 :t3://host_name:16401 
Connecting to t3://host_name:16401 with userid weblogic ... 
Successfully connected to Managed Server 'capture_server1' that belongs to domain 
'domainName'. 
 
wls:/domainName/serverConfig> setCaptureConfig('CaptureSystemID','CAPTURE_02')

Attribute 'CaptureSystemID' changed to "CAPTURE_02'
 
wls:/domainName/serverConfig> exit() 













E.7 ハッシュ・パーティションの作成によるデータベース・パフォーマンスの改善


EBATCTITEMS表のハッシュ・パーティションを使用して、データベース待機イベントenq: HW– contentionを最小化し、データベースの拡張を抑制します。


次に示すように、このイベントは多くのスレッドでECBATCHTITEMSを更新して、ECBATCHTITEMSに新しいBLOBアイテムを追加しようとすると発生します。


table   - "UPDATE ECBATCHITEMS SET ECITEMDATA=:1 WHERE ECITEMID=:2"




ハッシュ・パーティションを作成すると個々のアイテムが8個の異なるパーティションに存在するようになるため、この競合を最小化できます。


ハッシュ・パーティションを作成する手順は次のとおりです。


	表の定義を取得します。


SELECT dbms_metadata.get_ddl('OBJECT TYPE','OBJECT NAME', OWNER') FROM DUAL;




	パーティショニング構文を表の定義に追加します。ECBATCHITEMS表にハッシュ・パーティションを作成する表定義は次のようになります。


SQL> create table "CAPCLIENT_CAPTURE"."ECBATCHITEMS2"
  2     (    "ECTENNANTID" VARCHAR2(36 CHAR),
        "ECITEMID" VARCHAR2(36) NOT NULL ENABLE,
  3    4          "ECORIGINALITEMID" VARCHAR2(36),
  5          "ECORIGINALITEMINDEX" NUMBER(10,0),
  6          "ECBARCODES" BLOB,
  7          "ECBARCODECOUNT" NUMBER(10,0),
  8          "ECSTATUS" VARCHAR2(255),
  9          "ECSOURCEFORMAT" VARCHAR2(255),
        "ECANNOTATION" VARCHAR2(255),
10   11          "ECFILELENGTH" NUMBER(19,0),
12          "ECDOCUMENTLINKCOUNT" NUMBER(10,0),
13          "ECPATCHCODE" NUMBER(10,0),
14          "ECENDORSEMENT" VARCHAR2(255),
15          "ECSOURCEFILENAME" VARCHAR2(255),
16          "ECBATCHID" NUMBER(19,0),
17          "ECLASTMODIFIED" NUMBER(19,0),
18          "ECITEMDATA" BLOB,
         PRIMARY KEY ("ECITEMID")) partition by hash(ECITEMID) partitions 8  
; 











E.8 Desktopクライアント・ソフトウェアのインストール・ファイルの抽出と実行


Oracle WebCenter Contentのインストール後に、/exportパラメータを指定してdesktop_content_setup.exeコマンドを使用すると、Desktopインストーラ・ファイルを抽出できます。




desktop_content_setup.exe /export [path]/existing_extraction_directory/



ファイルの抽出先には、既存のディレクトリを指定できます。このコマンドでディレクトリの指定を省略すると、現在のディレクトリにファイルが抽出されます。


注意:

以前のバージョンのデスクトップがインストールされている場合、インストールを続行する前にアンインストールします。

desktop_content_setup.exeコマンドは3つのファイルを展開します。

	
package.ini


	
contentdesktop.msi


	
contentdesktop_x64.msi




クライアント・システムにDesktopをインストールする場合は、Desktopインストーラ・コマンドに、これらのMSIファイルのどちらか1つのみを指定します。Desktopクライアントのソフトウェア・インストーラは、システム管理者がソフトウェアをロールアウトできる、多くのカスタム・インストール・オプションをサポートしています。






	自動化のためのコマンドライン・パラメータの使用

いくつかのコマンドライン・パラメータを使用して、インストール・プロセスの一部を自動化できます。desktop_content_setup.exeを使用して、パブリック・プロパティをMSIに渡す必要がある場合は、次のコマンドを使用できます。
	統合の無効化

Desktopインストーラには、特定のソフトウェア統合を無効にするためのコマンドライン・オプションが多数あります。インストーラがコンピュータ上の既存のソフトウェア(Microsoft Word、PowerPoint、Excelなど)に統合を適用できることを検出すると、通常、インストーラは自動的に統合の設定を試みます。特定のソフトウェア製品に対して統合が設定されないようにするには、次のコマンドライン・スイッチのいずれかを使用してその統合を無効にできます。
	サイレント・ロールアウトの実行

Desktopインストーラを使用すると、管理者は、多数のマシンに対して1つの実行可能ファイルを実行できるサード・パーティ製ツール(SMSやnetOctopusなど)を使用して、Desktopクライアント・ソフトウェアを複数のクライアント・マシンにロールアウトできます。Desktopクライアント・ソフトウェアのインストーラは、SMSで構成できるサイレント・インストール・オプションをサポートしています。
	Windowsシステムでレジストリを介するコンテンツ・サーバー接続の構成

Windowsシステムでレジストリ・ファイルを作成することにより、コンテンツ・サーバーの接続を追加できます。このファイルは標準のインストール・ファイルには含まれていないので、作成する必要があります。





E.8.1 自動化のためのコマンドライン・パラメータの使用


いくつかのコマンドライン・パラメータを使用して、インストール・プロセスの一部を自動化できます。desktop_content_setup.exeを使用して、パブリック・プロパティをMSIに渡す必要がある場合は、次のコマンドを使用できます。

desktop_content_setup.exe /msi ONE_PUBLIC_PROPERTY=public_property_value






E.8.2 統合の無効化


Desktopインストーラには、特定のソフトウェア統合を無効にするためのコマンドライン・オプションが多数あります。インストーラがコンピュータ上の既存のソフトウェア(Microsoft Word、PowerPoint、Excelなど)に統合を適用できることを検出すると、通常、インストーラは自動的に統合の設定を試みます。特定のソフトウェア製品に対して統合が設定されないようにするには、次のコマンドライン・スイッチのいずれかを使用してその統合を無効にできます。


	
EXPLORER=0


	
WORD=0


	
POWERPOINT=0


	
EXCEL=0


	
OUTLOOK=0


	
NOTES=0







スイッチ名には大文字を使用します。


これらのスイッチは、ソフトウェア統合を無効化することのみを目的としています。これらは、クライアント・コンピュータで検出されるアプリケーションのソフトウェア統合を有効化する場合には必要はありません。






E.8.3 サイレント・ロールアウトの実行


Desktopインストーラを使用すると、管理者は、多数のマシンに対して1つの実行可能ファイルを実行できるサード・パーティ製ツール(SMSやnetOctopusなど)を使用して、Desktopクライアント・ソフトウェアを複数のクライアント・マシンにロールアウトできます。Desktopクライアント・ソフトウェアのインストーラは、SMSで構成できるサイレント・インストール・オプションをサポートしています。

サイレント・インストールでは、次のコマンドを使用して、表示されるユーザー・インタフェースのレベルを制御できます。




desktop_content_setup.exe /s UI=user_interface_level


コマンドで、user_interface_levelは、1、2、3,または4:.のいずれかを指定できます

	
1: インストール中のユーザー・インタフェースはありません。


	
2: インストール中、進捗バーのみを表示します。


	
3: 別のダイアログ・ボックスにインストール画面を表示しますが、実行するためのユーザー入力は必要はありません。


	
4: ユーザー入力が必要な完全に対話型のインストーラを実行します。




たとえば、Outlook、PowerPointおよびLotus Notesのインストールを警告なしで選択的に無効化するには、次のようなコマンドを使用します。


desktop_content_setup.exe /s UI=1 /msi OUTLOOK=0 POWERPOINT=0 NOTES=0


再起動とアプリケーションのシャットダウンを要求するダイアログの表示を防ぐために、REBOOT=ReallySuppressプロパティおよびMSIRESTARTMANAGERCONTROL=Disableプロパティを追加する必要があります。例:


desktop_content_setup.exe /s UI=2 /msi OUTLOOK=0 
POWERPOINT=0 NOTES=0 REBOOT=ReallySuppress MSIRESTARTMANAGERCONTROL=Disable


/msiスイッチの後のプロパティは次のスイッチでも使用できます。

msiexec


このスイッチは、MSIファイルとともに使用します。例:


start /wait msiexec /i contentdesktop_x64.msi OUTLOOK=0 WORD=0 EXCEL=0 
POWERPOINT=0 NOTES=0 REBOOT=ReallySuppress MSIRESTARTMANAGERCONTROL=Disable /l*v DISUpgrade_x64.log /qn








E.8.4 Windowsシステムでレジストリを介するコンテンツ・サーバー接続の構成


Windowsシステムでレジストリ・ファイルを作成することにより、コンテンツ・サーバーの接続を追加できます。このファイルは標準のインストール・ファイルには含まれていないので、作成する必要があります。


レジストリ・ファイルにサーバーを追加すると、ユーザーはコンピュータの接続の設定から解放され、設定プロセスが自動化されます。この方法でサーバー接続を追加すると、ユーザーは各自のデスクトップ(Windows Explorer、電子メール・クライアントまたは任意のデスクトップ・アプリケーション)からサーバー接続を削除できません。

レジストリ・ファイル・エントリのサンプル

次のレジストリ・ファイル・エントリのサンプルは、コンテンツ・サーバー・インスタンス、WebDAVサーバーおよびコンテンツDBサーバー用の例で、コード行の次にコメントがあります。レジストリ・ファイル・エントリのサンプルはHKEY_LOCAL_MACHINEの下にあります。ユーザーがインストーラを実行する場合は、HKEY_LOCAL_MACHINEのかわりにHKEY_CURRENT_USERを使用します。

HKEY_LOCAL_MACHINEを使用すると、ユーザーはHKEY_LOCAL_MACHINEエントリを変更する権限を持っていないため、ServerAuthまたはRememberMetaDataの値を変更できません(Windowsのポリシーが変更を許可するように設定されないか、ユーザーが管理者ではない場合)。


REGEDIT4
[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Oracle\WebCenter Desktop\Content\WebDAV\Servers\Corporate]
"ServerType"="ucm"
"ServerURL"="http://corporate/cs/idcplg/webdav"


(このレジストリ・エントリでは、サーバーはコンテンツ・サーバー・インスタンス、サーバーの表示名はCorporate、WebDAVサーバーのURLはhttp://corporate/cs/idcplg/webdavです。)


[HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\ORACLE\WebCenter Desktop\Content\Shared\Config\Corporate]
"HostCgiUrl"="http://corporate/cs/idcplg"
"ServerAuth"=REG_DWORD:0x00000000 (0) 
"RememberMetaData"=REG_DWORD:0x00000000 (0)


このレジストリ・エントリでは、サーバーはコンテンツ・サーバー・インスタンス、サーバー名はCorporate、CGIのURLはhttp://corporate/cs/idcplg、ユーザー・インタフェースのURLはhttp://corporate/wcc/facesです。コンテンツDBサーバーおよびWebDAVサーバーでは、これらのレジストリ・エントリは使用されません。)


[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Oracle\WebCenter Desktop\Content\WebDAV\Servers\Department]
"ServerType"="dav"
"ServerURL"="http://corporate/content/app/explorerPage.jspx"
"Single Sign-On Url"="http://section/content/app/explorerPage.jspx"
"Use Single Sign-On"=REG_DWORD:0x00000001 (1)


(このレジストリ・エントリでは、サーバーはWebDAVサーバー、サーバーの表示名はDepartment、WebDAVサーバーのURLはhttp://corporate/content/app/explorerPage.jspxで、シングル・サインオン・ページは識別されており、シングル・サインオンは実装されています。)


[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Oracle\WebCenter Desktop\Content\WebDAV\Servers\Section]
"ServerType"="cdb"
"ServerURL"="http://section/content/dav"
"Single Sign-On Url"="http://section/content/app/explorerPage.jspx"
"Use Single Sign-On"=REG_DWORD:0x00000001 (1)


(このレジストリ・エントリでは、サーバーはコンテンツDBサーバー、サーバーの表示名はSection、WebDAVサーバーのURLはhttp://section/content/davで、シングル・サインオン・ページは識別されており、シングル・サインオンは実装されています。)
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